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特
集

　
近
年
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
女

性
の
活
躍
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
急

速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
住
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
そ
の
他
の
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
消
防
や
防
災
の
活
動
に
お
い
て

も
、
女
性
の
存
在
・
女
性
の
活
躍
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活

動
は
、
男
性
が
行
う
も
の
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
消
防
団
や
消
防
士
、
地
域

の
防
災
組
織
等
で
活
躍
す
る
女
性
が

存
在
し
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
平
成
17
年
に
消
防
団

女
性
部
「
阿
賀
さ
く
ら
」
が
誕
生
し
、

平
成
18
年
に
は
、
女
性
消
防
士
が
初

め
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
分
田
地
区

で
は
、
地
域
の
防
災
組
織
と
し
て
発

足
し
た
「
分
田
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
」

が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
「
人
を
助
け

た
い
」「
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
を
守

り
た
い
」「
女
性
の
力
を
生
か
し
た

い
」
な
ど
と
い
っ
た
思
い
を
胸
に
、

現
場
へ
出
動
し
た
り
、
防
火
啓
発
活

動
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
、
市
の
安
全
・
安
心
を

支
え
て
い
ま
す
。

活
躍
す
る
女
性
・

求
め
ら
れ
る
女
性
の
力

地
域
を
守
る
女
性
た
ち

　
　

～
女
性
の
力
で
安
全
・
安
心
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
を
つ
く
る
～

　

自
分
た
ち
の
手
で
地
域
を
守

る
活
動
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
活
動
に
は
男
性
の
み

な
ら
ず
、
女
性
の
力
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
消
防
や

防
災
活
動
に
携
わ
る
女
性
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

女性消防士

消防団女性部 分田女性防火クラブ
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消
防
団
女
性
部

「
阿
賀
さ
く
ら
」

　
女
性
消
防
士
と
い
っ
て
も
、
基
本

的
に
業
務
内
容
は
男
性
と
同
じ
で

す
。
普
段
は
日
頃
の
訓
練
の
他
に
、

消
防
車
・
救
急
車
の
資
機
材
の
点
検
・

整
備
や
管
内
の
消
防
水
利
の
点
検
・

調
査
、
市
内
施
設
の
立
ち
入
り
検
査

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
出
動
・
救
急
出
動
な
ど
現
場

で
の
活
動
も
も
ち
ろ
ん
行
い
ま
す
。

消
防
車
の
運
転
や
空
気
呼
吸
器
を
装

着
し
て
の
消
火
活
動
な
ど
も
担
い
ま

す
。

特集　地域を守る女性たち

女
性
消
防
士

　

火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
付
け
、
消
火
や
人

命
救
助
に
当
た
る
消
防
士
。
消
防
士
と
い
う
と
男
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
女
性
消
防
士
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
救
急
現
場
で
は
、
女
性
の
傷
病
者

へ
の
処
置
や
不
安
の
軽
減
、
男
性
の

救
急
隊
員
に
は
話
し
づ
ら
い
情
報
の

聞
き
取
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。
女
性

が
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
安
心
感

が
あ
っ
た
」「
優
し
さ
・
温
か
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
女
性

消
防
士
は
現
場
に
お
い
て
も
欠
か
せ

な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
業
務
と
し
て
は
、
子
ど

も
向
け
の
消
防
士
体
験
を
企
画
し
た

り
、
防
災
啓
発
グ
ッ
ズ
を
考
え
た
り

し
て
い
ま
す
。

現
場
で
欠
か
せ
な
い
女
性

①�はしごを使った救助訓練。実際

の救助現場を想定して、長さ約

25m のはしごに登る訓練も行い

ます。

②�小学生を対象に行った消防士体

験。AED（自動体外式除細動器）

の使い方をはじめ、応急手当の

方法を丁寧に説明しました。

③�通信指令室での 119 番通報の対

応。混乱する通報者に対しても、

落ち着きのある優しい言葉で現

場の状況を聞き出します。

①

③ ②

　
消
防
団
女
性
部
は
、
防
火
啓
発
活

動
を
中
心
に
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域
を
災
害
か
ら
守
る
た

め
に
は
、
市
民
の
防
災
意
識
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
火
災
予
防
活
動
や
幼
稚
園
・

保
育
園
の
園
児
を
対
象
に
し
た
防
火

教
室
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
防

火
指
導
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
県
の
「
防
災
女
子
力
向
上

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
他
市
町
村
の
消
防
団
や
消
防
士

と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
日
頃
の
取

り
組
み
の
話
を
し
た
り
し
て
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
消
防
団
と
い
う
と
、
十
分
な
体
力

が
な
い
と
務
ま
ら
な
い
よ
う
な
印
象

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

女
性
部
の
主
な
活
動
は
火
災
予
防
の

啓
発
で
あ
り
、
女
性
で
も
気
軽
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
女
性
部
は
平
成
17
年
に
発
足
し
、

現
在
は
10
人
で
活
動
。「
地
域
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
女
性
と
し
て
の
や
り
が
い
を
感
じ

る
」
な
ど
と
い
っ
た
気
持
ち
を
持
ち

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
普
段

の
生
活
で
の
立
場
は
バ
ラ
バ
ラ
で
す

が
、
消
防
団
と
し
て
活
動
す
る
際
に

は
、気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
な
ら
で
は
の
気
遣
い
や
優
し

さ
な
ど
消
防
団
に
お
け
る
女
性
の
役

割
は
と
て
も
重
要
で
す
。

気
持
ち
を
一
つ
に
活
動

①総合防災訓練での消火指導。②幼稚園での防火教室。紙芝居を用いて、園児にも分

かりやすく火災の危険性を説明。③普通救命講習での心肺蘇生法指導。

消防団員
募集中！

　消防団では、いつ発生するか

分からない火災や地震などの災

害に備えて、共に活動してもら

えるメンバーを募集していま

す。私たちと一緒に、自分たち

の住む地域を守る活動に取り組

んでみませんか。

消防団女性部　佐藤友紀さん（保田）「防火 PR2016」での火災予防の啓発活動▲

①③

②

　

消
防
団
女
性
部
と
し
て
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
「
阿

賀
さ
く
ら
」（
発
足
時
に
メ
ン
バ
ー
の
協
議
で
決
定
し
た
愛
称
）。
普
段
は
会

社
員
や
主
婦
な
ど
と
し
て
生
活
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

救急車の車内における傷病者の救急救命処置▲



7 平成 29 年 2 月号 6平成 29 年 2 月号

　
女
性
の
活
躍
は
非
常
に
頼
り
に
な

り
ま
す
。
女
性
な
ら
で
は
の
気
遣
い

や
話
し
や
す
い
雰
囲
気
、
優
し
さ
な

ど
、多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
消
防
団
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
担
い
手
と
し
て
の
側
面
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
中
、
女
性
部
に
は
地

域
に
安
心
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
市
に
は
2
人
の
女
性
消
防

士
が
い
ま
す
。
さ
ら
に
人
数
が
増
え

れ
ば
活
動
の
幅
が
広
が
っ
た
り
、
よ

り
多
く
の
市
民
の
需
要
に
応
え
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
女
性
の
採

用
を
増
や
す
た
め
に
は
「
消
防
＝
男

性
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払ふ

っ
し
ょ
く拭
し
、

女
性
も
活
躍
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
分
田
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の

よ
う
な
団
体
が
他
に
も
あ
る
と
、
市

の
防
災
力
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
ま

す
。
し
っ
か
り
と
し
た
団
体
・
組
織

で
は
な
く
て
も
、
防
火
意
識
・
防
災

意
識
を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
力
は
発
揮
さ
れ
る

は
ず
で
す
。

　
地
域
の
た
め
に
活
躍
す
る
女
性
を

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

特集　地域を守る女性たち

■
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部

　

☎
62
‐
２
０
５
８

女
性
の
活
躍
を
応
援

活躍する女性
たちの思い

　消防・防災に携わる女性たちは、どのよう

な思いで活動しているのでしょうか。消防団

女性部・女性消防士・分田女性防火クラブで

活動している 3人と、2月から消防団に新しく

加入する人のそれぞれの思いを探ってみまし

た。

　父が消防団に加入してい

ることもあって、次第に生

まれ育った地域に貢献した

いと思うようになり、消防

団に加入することにしまし

た。

　消防団女性部では、さま

ざまな活動に参加して、防

火啓発に努めていきたいで

す。自分の取り組みが少し

でも地域の役に立てばうれ

しいです。

　先輩の女性団員と協力し

合いながら、地域の人の立

場に立って活動していきま

す。

　
消
防
団
の
活
動
を
通
し
て
地
域
と

の
関
わ
り
を
持
ち
た
い
と
思
い
、
加

入
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
人
と
関
わ
り
を
持
っ
た
り
、
住

ん
で
い
る
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た

ち
の
活
動
が
、
防
火
意
識
の
向
上
に

つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
の
活
動
は
自
分
の
生
活
の

備
え
に
も
な
る
の
で
、
今
後
も
で
き

る
範
囲
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
消
防
士
の
仕
事
は
、
体
力
や
さ
ま

ざ
ま
な
知
識
・
技
術
が
必
要
で
す
が
、

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

　
業
務
内
容
に
男
女
の
差
は
そ
れ
ほ

ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
女
性
な
ら
で
は

の
気
配
り
が
で
き
る
こ
と
が
女
性
消

防
士
の
強
み
で
す
。
救
急
の
現
場
で

「
女
性
が
来
て
く
れ
て
安
心
し
た
」

と
言
わ
れ
た
と
き
は
、
消
防
士
に

な
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
消
防
士
を
目
指
す
女
性
が

増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
防
火
寸
劇
を
行
っ
た
り
、
地
域
の

巡
回
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
少
し
で
も
、
身
近
な
人
た

ち
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
合
言
葉
で
あ
る
「
家
庭

か
ら
火
を
出
さ
な
い
」
が
多
く
の
家

庭
に
広
ま
っ
て
い
き
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
張
り
切
っ
て
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

2 月 1 日
から

消防団に
加入

地
域
と
の
関
わ
り
を

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

地域の人の立場で

消防団女性部

布施尚美さん（姥ヶ橋）

分田女性防火クラブ

田口アサ子さん（東町）

女性消防士

手塚美希さん

酒井瞳さん（七島）

①�平成 26 年の分田地区総合防災訓練で行った傷

病者の搬送訓練。家庭にある毛布や物干しざお

を使って簡易担架を作成し、実際に人を乗せて

搬送しました。この他にも、消火栓からの放水

訓練や消火器の操作・取り扱い指導、AED の

使用・操作方法指導を行い、地域住民の代表と

して訓練に取り組みました。

②�平成 27 年の新江さくらまつりで行った防火寸

劇。住宅用火災警報器の重要性やストーブを使

用する上での注意点について、劇を通じて説明

しました。

分田女性防火
クラブ

　「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
信
念
と
連
帯
意
識

を
持
ち
、「
家
庭
か
ら
火
を
出
さ
な

い
」を
合
言
葉
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
分
田
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
主
な
活

動
は
地
域
の
防
火
・
防
災
活
動
で
す
。

近
年
は
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
や

高
齢
者
施
設
で
防
火
寸
劇
を
行
っ
て

い
ま
す
。
7
月
の
夜
間
に
は
、
防
火

広
報
の
た
め
分
田
地
区
を
巡
回
し
て

い
ま
す
。「
火
の
用
心
」
の
掛
け
声

と
と
も
に
、
拍
子
木
を
鳴
ら
し
な
が

ら
防
火
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
初

期
消
火
活
動
を
行
う
な
ど
、
実
践
的

な
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
新
潟
県
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
連
絡
協
議
会
の
研
修
会
に
出
席

し
、
救
援
物
資
の
仕
分
け
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
、
防
災
セ
ン
タ
ー
を
見
学

し
た
り
し
て
災
害
へ
の
備
え
の
強
化

も
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
家
庭
に
お
け
る
火
災
予

防
知
識
の
習
得
、地
域
全
体
の
防
火
・

防
災
意
識
の
高
揚
な
ど
の
た
め
に
、

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
た

防
火
・
防
災
活
動

①

②

応急手当の方法を学ぶ救急講習▲

　分田女性防火クラブは市内唯一の女性防火クラブで、

現在は 12 人のメンバーで活動を行っています。
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消防団員サポートショップを紹介します

■この記事に関する問い合わせは、消防本部 消防団事務局へ　☎ 62-2058

　消防団は、地域の安全・安心、そして笑顔を

守る地域防災のリーダーです。県では、消防団

を地域全体で応援するため「にいがた消防団員

サポート制度」を平成 28 年 12 月から導入しま

した。

　にいがた消防団員サポート制度とは、県内の

消防団員とその家族が、制度に賛同する店舗・

事業所（サポートショップ）からさまざまなサー

ビスを受けることができる制度です。

店　　舗 所 在 地 電話番号 サービス内容 対 象 者 備　　考

理容室まるやま。 若葉町 9‐55 62-3873
1,500 円以上の理容料金
より 500 円引き（店販
売商品は対象外）

パスポート提示者
（団員・家族）

他のサービス券との
併用不可

ほっかべん阿賀野市役

所前店
中島町 14‐15 63-9039

お買い上げ金額を 5%
引き

パスポート提示者
他のサービス券等と
の併用不可

大漁寿司 中央町 1‐13‐19 62-4262 合計金額を 10% 引き
パスポート提示者
1 人でグループ全
員

ランチタイム（午前
11 時～午後 1 時 30
分）に、中ちらし・
生寿司・大漁膳・刺
身定食・焼き魚定食
1,600 円を 800 円で

居酒や きまぐれ 中央町 1‐13‐19 62-4268 合計金額を 10% 引き
団員・家族・友人・
知人と一緒に来店
の人

酒 300 円、刺身 3点
盛 680 円で
サービス品にもサー
ビス券使用可および
サービス印押印

パブクラブ ダブル 中央町 1‐13‐19 62-4601 合計金額を 10% 引き
団員・家族・友人・
知人

サービス品にもサー
ビス券使用可および
サービス印押印

春よし 保田 4624 68-3756
生ビールまたはソフト
ドリンク 1杯サービス

団員
他のサービス券との
併用不可

のろし安田店 保田 1973‐1 68-5541 大盛り無料 パスポート提示者
他のサービス券等と
は併用不可

スナック花音 北本町 3513‐1 63-2228 生ビール１杯サービス
パスポート提示者
のグループ全員

他のサービスとは併
用不可

サントピアワールド 久保 1‐1 68-3450 入園料 2割引き
パスポート提示者
1 人につき同伴の
家族 5人まで

団体での利用時や他
のサービスとの併用
不可

小林組モータープール 曽郷 302 67-2341
車検をした人に、オイ
ル交換無料

パスポート提示者
とその家族

大光銀行水原支店 中央町 2‐6‐22 62-2830
(1) マイカーローン
(2) 教育ローン
(3) スピードローン Neo
における金利優遇
（詳しくは大光銀行まで
問い合わせください）

団員とその同居家
族

パスポートおよび同
居していることが確
認できる資料の提示
が必要大光銀行安田支店 保田 1821‐7 68-4233

メガネスーパー水原店
市野山字大坪 221
ウオロクサムズ水原
店内

61-2888 商品代を 15% 引き
パスポート提示者
とその同伴者

他の割引きとの併用
不可。一部割引対象
外の商品あり

白善商店 中央町 2‐9‐43 62-3131
買い物 500 円毎に 50 円
のサービス券を進呈

パスポート提示者
と家族全員

※営業時間、定休日はサポートショップに問い合わせください。

・�消防団員の皆さんは、県内サポートショップ・全国消防団応援の店でもサービスを受けることがで

きます。
・消防団員サポートショップは随時募集しています。登録をお願いします。

にいがた消防団員サポート制度 検　索全国消防団応援の店詳しくは

■この記事に関する問い合わせは、総務課 地域安全係へ　☎ 62-2510（内線 2232）

■人身事故

◆ドライバー

　市内における平成 28 年中の交通死亡事故が、

昭和 31 年以来 60 年ぶりに 0件でした。これは市

民一人ひとりが、交通ルール・マナーを意識した

結果に他なりません。

　しかし、その一方で 70 件もの人身事故が発生して

います。これは、5日に約1件の割合で、市内のど

こかで人身事故が発生していたことになります。

　平成 27 年と比較すると、人身事故は減少して

いますが、物損事故は増加しています。中には、

危うく人身事故になりかねない事故も多くありま

した。

　交通事故は決して人ごとではありません。被害

者にも加害者にもならないよう、常に周囲に気を

配りましょう。

1 年間「交通死亡事故ゼロ」を達成！

平成 28 年 平成 27 年 増 減

発 生 件 数 70 件 97 件 － 27 件

死 者 数 0人 6人 － 06 件

負 傷 者 数 95 人 124 人 － 29 人

■物損事故

■市内の事故の特徴（区分別で最も件数が多かったもの）

区 分 項　目 件　数 割　合

路 線 名 国道 49 号 28 件 全事故の約 40%

場 所 交差点 32 件 全事故の約 46%

事 故 内 容 追突事故 32 件 全事故の約 46%

原 因 脇見運転 54 件 全事故の約 77%

年 代 65 歳以上 31 件 全事故の約 44%

時 間 帯
・午前 11 時～正午　・午後 4時～ 5時

・午後 6時～ 7時
各 7件

各時間帯が

全事故の約 10%

◆歩行者

・脇見運転はしない。
・一時停止は必ず止まる。
・左右の安全確認をしっかりする。
・スピードの出し過ぎに注意する。

・�道路を横断するときは必ず左右
の確認をする。横断中も確認を！
・�少し離れていても横断歩道を渡
る。
・�夕方や夜間は明るい服装を心掛
け、夜光反射材を活用する。

※これらのポイントを守ることができれば、ほとんどの事故は避けられます。
　みんなで気を付けて、市内から交通事故をなくしましょう。

交通事故防止のポイント

平成 28 年 平成 27 年 増 減

発 生 件 数 888 件 723 件 165 件

60 年ぶり
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月 火 水 木 金 土 日

午前

午後

夜間

さまざまな入所施設があります

・介護老人保健施設
・�介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム。
　原則要介護 3以上の人）

・�認知症対応型共同生活介護（認知症高齢者
　グループホーム）

・�特定施設入居者生活介護（ケアハウス・有
　料老人ホーム）　など

■相談窓口は、地域包括支援センター阿賀野　☎ 62-2510（内線 2132）

■相談窓口は、地域包括支援センター笹神　　☎ 62-4143

■相談窓口は、あがの市民病院 地域医療・連携センター　☎ 62-2780

～住み慣れた地域で最期まで自分らしい暮らしを～

わが家で暮らす！を支えますわが家で暮らす！を支えます

　病気を抱えても、介護が必要になっても、住み

慣れた地域で最期まで自分らしい暮らしを続ける

ことができるように、さまざまな在宅サービスや

入所施設があり多くの支える人たちがいます。自

分自身や家族で老後をどう過ごすか考えてみませ

んか？

もし、介護が必要になったら…

あなたは老後をどこで過ごしたいですか？

住み慣れた地域・わが家（自宅）で過ごしたい

家族に負担をかけたくない

在宅での生活をサポートするさまざまな

サービスがあります

・�住宅改修補助（手すりの設置・バリアフリー
　化など）

・�訪問介護〔ホームヘルプ・家事支援（掃除・
　洗濯・買い物など）・身体介護など〕

・通所介護（デイサービス）
・訪問看護
・訪問診療（往診）
・�短期入所生活介護・療養介護（ショートス
　テイ）　など

施設で過ごしたい

所得や入所する施設・サービス内容に

よって異なりますが、要介護 4の人の場

合、おおむね月 4 万円から 15 万円の費

用が掛かります。

自宅でさまざまなサービスを利用し、「わが家で暮らす！」を実践した人の体験
談を紹介します。

所得や利用するサービスの内

容によって異なりますが、Ａ

さんの在宅プラン（要介護4）

では、おおむね月4万円から

7万円の費用が掛かります。

　母は要介護 4で寝たきりですが、さまざまな在宅サービスを利用し、今

も仕事を続けながら母と 2人自宅で暮らしています。デイサービスで痰の

吸引や入浴をお願いし、私自身が介護に疲れないよう定期的にショートス

テイを利用しています。何かあったときには、病院の訪問看護ステーショ

ンが 24 時間体制で対応しているのも安心です。

デイ
サービス

デイ
サービス

訪問介護

訪問看護
デイ

サービス
デイ

サービス
ショート
ステイ

ショート
ステイ

24 時間体制、訪問看護（随時利用）

市内在住
Aさん

■ Aさんの利用しているサービス

平成 27 年度の国民健康保険の

　　　　　医療費についてお知らせします

平成 27 年度の国民健康保険の

　　　　　医療費についてお知らせします

40

35

30

300,000

350,000

250,000
平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 （円）（億円）

国
民
健
康
保
険
の
年
間
医
療
費
総
額

１
人
当
た
り
の
医
療
費

333,706

311,666

302,929
298,125

289,309

36.6135.3235.6736.3636.27

■高い？ 安い？ 1 人当たりの医療費

1

3

4

5

6

感
染
症
等

新
生
物

血
液
等

内
分
泌
等

神
経
系

眼
・
付
属
器

耳
・
乳
様
突
起

循
環
器
系

呼
吸
器
系

消
化
器
系

皮
膚
・
皮
下

筋
骨
格
系

腎
生
殖
器
系

妊
娠
・
分
娩

周
産
期

先
天
奇
形

他
に
分
類

 

さ
れ
な
い
も
の

損
傷
・
中
毒

■平成 26 年度

■平成 27 年度

（
億
円
）

　疾病ごとに医療費を見てみると、最も多く医療

費が掛かっているのは新生物で、次いで多かった

のが循環器系の疾患（高血圧、脳梗塞、虚血性心

疾患など）でした。

■最も医療費が掛かっているのは新生物（がん）

　国保で行われる給付は、国・県から交付される

交付金と、加入している皆さんが納める国保税で

賄われています。国保の医療費が増加すると、国

保税の税額が上がる可能性があります。

■医療費が上がると、国保税はどうなるの？

　医療費を削減するためにジェネリック医薬品へ

の切り替えなどをお願いしてきましたが、医療費

を削減するために一番効果的なのは、病気を早期

に発見して重症化する前に治療することです。自

分自身の健康を守るために、定期的に健（検）診

を受けましょう。

■�自分の健康と阿賀野市の国保を守るために

健（検）診を受けましょう

病気の早期発見、早期治療で医療費の削減を目指しましょう！

■この記事に関する問い合わせは、健康推進課 国保年金係へ　☎ 62-2510（内線 2181 ～ 2183）

2

精
神
お
よ
び

 

行
動
の
障
害

　平成 27 年度の国民健康保険（国保）の年間医療費総額は 36 億 6,141 万 6 千円で、国保に加入してい

る 1人当たりの医療費は 33 万 3,706 円（県平均 35 万 5,424 円 ) でしたが、年々増加しています。

平成 26・27 年度疾病別医療費比較

国民健康保険の年間医療費総額と 1人当たりの医療費の推移
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◎
観
光
塾

　

百
数
十
年
も
の
間
、
現
在
の
阿
賀
野

市
を
は
じ
め
、
蒲
原
・
岩
船
郡
を
統
治

し
、
発
展
の
礎
を
築
い
た
水
原
代
官
所

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
14
日
（
火
）
午
後
2
時

～
3
時
30
分

▼
会
場
＝
お
ん
こ
茶
屋
（
中
央
町
1
‐

8
‐
3
）

▼
演
題
＝
「
天
領
・
水
原
代
官
所
物
語

～
そ
の
成
立
と
各
部
屋
の
用
途
に
つ
い

て
～
」

▼
講
師
＝
岩
村
隆
介
氏
（
市
ま
ち
あ
る

き
ガ
イ
ド
の
会
会
員
・
水
原
代
官
所
説

明
員
）

　
　
　

�

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
会
場
に

は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で
来
場

す
る
場
合
は
、
水
原
代
官
所
駐
車
場
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課 

観
光
係
（
内
線
２
３
４
５
）

新
春
恒
例
！ 

安
田
地
区

第
48
回
囲
碁
大
会

第
46
回
将
棋
大
会

　

腕
に
自
信
の
あ
る
人
、
顔
な
じ
み
の

友
人
同
士
、初
め
て
挑
戦
す
る
人
な
ど
、

ど
な
た
で
も
奮
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
＝
2
月
26
日
（
日
）
午
前
9
時
～

▼
会
場
＝
安
田
公
民
館

▼
競
技
方
式
等

・�

囲
碁
大
会
…
込
み
出
し
方
式
・
上
位

勝
ち
・
ハ
ン
デ
ィ
戦
・
じ
ご
白
勝
ち

（
Ａ
・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
）

・�

将
棋
大
会
…
平
手
戦
（
一
般
・
高
校

生
以
下
分
け
）

▼
定
員
＝
各
20
人

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
表
彰
＝
各
部
門
3
位
ま
で

▼
申
込
期
限
＝
2
月
16
日
（
木
）

▼
そ
の
他
＝
飲
み
物
・
昼
食
は
各
自
で

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
公

民
館昔

語
り
の
会

▼
日
時
＝
2
月
19
日
（
日
）
午
前
11
時

～
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
定
員
＝
35
人

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎�

津
軽
三
味
線
と
民
謡
発
表
会

▼
日
時
＝
2
月
12
日
（
日
）
正
午
～

▼
出
演
＝
木
田
亜
矢
会
（
新
潟
市
中
央
区
）

◎�

歌
と
踊
り
発
表
会

▼
日
時
＝
2
月
19
日
（
日
）
正
午
～

▼
出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た

ち
（
阿
賀
野
市
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉 

あ
か
ま

つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

お
知
ら
せ

原
動
機
付
自
転
車
や
小
型

特
殊
自
動
車
な
ど
の
申
告

　

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以
下

の
バ
イ
ク
）
や
小
型
特
殊
自
動
車
（
ト

ラ
ク
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）、

ミ
ニ
カ
ー
を
所
有
し
、
次
の
い
ず
れ
か

の
場
合
に
該
当
す
る
人
は
、
税
務
課
ま

た
は
各
支
所
で
軽
自
動
車
税
に
関
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。
各
手
続
き
の
際

に
は
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

な
ど
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎�

標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
を
付

け
な
い
で
使
用
し
て
い
る
場
合

　

未
登
録
の
車
両
を
登
録
し
ま
す
。

▼
持
ち
物

・�

印
鑑
（
名
義
人
の
も
の
）

・�

販
売
店
か
ら
の
販
売
証
明
書
や
廃
車

証
明
書
等〔
軽
自
動
車
税
申
告（
報
告
）

書
兼
標
識
交
付
申
請
書
の
証
明
書
欄

へ
の
記
入
押
印
で
も
可
〕

・�

車
名
、
車
台
番
号
、
型
式
、
排
気
量

等
の
分
か
る
も
の
（
メ
モ
書
き
で
構

い
ま
せ
ん
）

※�

車
両
情
報
が
不
明
な
場
合
は
、
販
売

店
等
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
車
両
の
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合

　

登
録
車
両
の
名
義
を
変
更
し
ま
す
。

▼
持
ち
物

・�

印
鑑
（
新
名
義
人
の
も
の
）

・�

旧
名
義
人
か
ら
の
譲
渡
証
明
書
〔
軽

自
動
車
税
申
告
（
報
告
）
書
兼
標
識

交
付
申
請
書
の
証
明
書
欄
へ
の
記
入

押
印
で
も
可
〕

※�

希
望
者
に
は
標
識
を
新
し
く
交
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、

現
在
付
け
て
い
る
標
識
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

市
外
の
人
に
譲
渡
す
る
場
合
は
、
廃

車
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

◎�

車
両
が
使
用
で
き
な
い
、
ま
た
は
廃

棄
す
る
（
し
た
）
場
合

　

登
録
車
両
の
課
税
を
止
め
ま
す
。

▼
持
ち
物

・�

印
鑑
（
名
義
人
の
も
の
）

・�

現
在
付
け
て
い
る
標
識

※�

解
体
証
明
書
等
が
あ
る
場
合
は
、
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

車
両
が
使
用
で
き
る
状
態
に
あ
る
場

合
は
、廃
車
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

※�

標
識
が
返
納
で
き
な
い
場
合
は
、
弁

償
金
（
３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

◎
車
両
が
手
元
に
な
い
場
合

　

車
両
が
な
い
の
に
課
税
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
翌
年
度
か
ら
の
課
税
を
保
留

し
ま
す
。

▼
持
ち
物
＝
印
鑑
（
手
続
き
に
来
る
人

の
も
の
）

※�

弁
償
金
（
３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

◎
共
通
事
項

・�
軽
自
動
車
税
は
賦
課
期
日
（
基
準
日
）

で
あ
る
4
月
1
日
時
点
の
所
有
者
に

課
税
し
ま
す
。
平
成
28
年
度
中
に
異

動
の
あ
る
場
合
は
、
3
月
31
日
（
金
）

ま
で
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

各
手
続
き
を
行
う
場
合
、
書
類
の
提

出
は
代
理
人
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、

名
義
人
の
押
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課 

資
産
税
係

（
内
線
２
６
６
２
）

除
雪
作
業
へ
の
お
願
い

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
冬
の
道
路
を
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
に
、
除
雪
作
業
等

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

自
動
車
な
ど
除
雪
作
業
に
障
害
と
な

る
も
の
を
道
路
上
に
放
置
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・�

除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
し
や
す
い
も
の

は
、
取
り
除
く
か
、
囲
っ
て
補
強
し
た
り
、

目
印
を
付
け
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

屋
根
や
敷
地
内
の
雪
を
道
路
に
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

・�

河
川
等
へ
雪
を
投
げ
込
ま
な
い
で
く

だ
さ
い
。

・�

側
溝
の
ふ
た
を
開
け
た
ま
ま
に
し
て

お
く
と
危
険
で
す
。
ふ
た
を
開
け
た

場
合
は
必
ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

建
設
課 

維
持
緑
地
係

（
内
線
２
３
１
３
～

２
３
１
５
）

催
　
　
し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

　

市
で
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

無
料
で
、
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
塾
の
コ
ン
ビ
ニ
」
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

◎
新
潟
大
学
医
学
部
健
康
講
座
塾

　

新
潟
大
学
医
学
部
か
ら
講
師
を
招

き
、
市
民
の
健
康
増
進
や
病
気
の
悪
化

防
止
の
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

◎
泌
尿
器
科
講
座

▼
日
時
＝
2
月
23
日
（
木
）
午
後
2
時

～
3
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
市
民
病
院
2
階
「
講

堂
」

▼
演
題
＝
「
泌
尿
器
の
が
ん
と
治
療
」

（
仮
題
）

▼
講
師

・�

講
義
…
冨
田
善
彦
氏
（
新
潟
大
学
医

学
部
教
授
）

・�

実
践
…
あ
が
の
市
民
病
院
職
員

▼
定
員
＝
先
着
70
人
程
度

　
　
　

��

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
あ
ら
か
じ
め
講
師
に
聞
い

て
み
た
い
質
問
が
あ
れ
ば
、
申
し
込
み

時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
医
療
推
進
課 

地
域
医
療
推
進
係

（
内
線
２
２
６
２
）

◎
子
育
て
遊
び
塾

◎
お
し
ゃ
べ
り
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　

育
児
ス
ト
レ
ス
で
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

笑
顔
で
子

育
て
を
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
お
し
ゃ

べ
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
足
の
サ
イ
ズ
の
測
定
会
を

行
い
ま
す
。
整
体
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
体

を
ケ
ア
す
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
11
日
（
土
・
祝
）
午
前

10
時
～
午
後
3
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ

▼
内
容
・
講
師

・�

足
の
サ
イ
ズ
測
定
会
（
午
前
11
時
～

午
後
1
時
。随
時
）、ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
（
午
後
1
時
～
3
時
。
先
着
10
人
・

一
人
10
分
程
度
）
／
佐
々
木
あ
ゆ
み

氏
（
看
護
師
）

・�

ク
イ
ッ
ク
整
体
（
午
前
11
時
～
昼
12

時
30
分
。先
着
10
人
・
一
人
10
分
程
度
） 

／
宮
下
則
仁
氏
（
整
体
師
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎�

に
こ
に
こ
木
育
広
場

　

幼
児
期
に
木
や
自
然
素
材
に
多
く
触

れ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
豊
か
な
心
の

成
長
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
木
の
お
も
ち
ゃ
を
通
し
て
見
え
て

く
る
も
の
を
親
子
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
日
時
＝
2
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時

～
正
午

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
岡
田
真
弓
氏
（
お
も
ち
ゃ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎�

簡
単
か
わ
い
い
親
子
フ
ォ
ト
講
座

▼
日
時
＝
2
月
24
日
（
金
）
午
前
10
時

20
分
～
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
伊
藤
か
な
氏
（
ロ
イ
ヤ
ル
セ

ラ
ピ
ス
ト
協
会
認
定
講
師
）

▼
定
員
＝
先
着
6
人（
子
連
れ
参
加
可
）

▼
持
ち
物
＝
カ
メ
ラ
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
（
☎
62
‐
５
５
８
１
）

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

簡
単
や
さ
し
い
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

教
室

▼
日
時
＝
3
月
1
日
（
水
）
午
前
10
時

20
分
～
11
時
20
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
伊
藤
か
な
氏
（
ロ
イ
ヤ
ル
セ

ラ
ピ
ス
ト
協
会
認
定
講
師
）

▼
定
員
＝
先
着
10
組

▼
持
ち
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル
、
赤
ち
ゃ
ん
の

飲
み
物
、
い
つ
も
の
お
出
掛
け
セ
ッ
ト

▼
申
込
方
法
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
（
☎
62
‐
５
５
８
１
）

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
共
通
事
項

▼
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
（
内
線
２
１
４
０
）

◎
親
子
英
語
塾

◎�
Ｇ
Ｏ
！ 

Ｇ
Ｏ
！ 

え
い
ご

▼
日
時
＝
2
月
8
日
（
水
）、26
日
（
日
）

午
前
10
時
～
11
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
講
師
＝
ダ
フ
ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス

タ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
（
内
線
２
１
４
０
）

◎
情
報
発
信
塾

◎�

阿
賀
野
に
「
カ
ム
カ
ム
」
！

　

あ
が
の
イ
ン
ス
タ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
写
真
・
動
画

共
有
ア
プ
リ
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
で

飲
食
店
・
観
光
地
な
ど
阿
賀
野
市
の
お

勧
め
ス
ポ
ッ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
に
は
「
＃
あ
が
の

カ
ム
カ
ム
」、
子
ど
も
連
れ
で
も
楽
し

め
る
ス
ポ
ッ
ト
に
は
「
＃
あ
が
の
キ
ッ

ズ
」
と
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付
け
て
投
稿

し
て
く
だ
さ
い
（
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
と
は

「
#
（
ハ
ッ
シ
ュ
マ
ー
ク
）」
の
付
い
た

検
索
用
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
）。

　

投
稿
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作

品
を
選
考
し
、
阿
賀
野
市
の
逸
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
と
も
に
、
3
月
に
発

行
予
定
の「
あ
が
の
い
い
と
こ
マ
ッ
プ
」

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。	

▼
募
集
期
限
＝
2
月
28
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
イ
ン
ス
タ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局
（
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会
内
）

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
８
７
５
０

安 田 支 所  ☎ 68 ー 3000
農 業 委 員 会  ☎ 68 ー 3238
安 田 公 民 館・体育館  ☎ 68 ー 3006

京 ヶ 瀬 支 所  ☎ 67 ー 2111
市 立 図 書 館  ☎ 67 ー 2500

阿賀野市役所  ☎ 62 ー 2510
水原総合体育館  ☎ 62 ー 0656
水 原 公 民 館  ☎ 62 ー 2028
あ が の 市 民 病 院  ☎ 62 ー 2780
上 下 水 道 局  ☎ 62 ー 2159
消 防 本 部  ☎ 62 ー 2058

笹 神 支 所  ☎ 62 ー 4141
学 校 教 育 課  ☎ 62 ー 2790
生 涯 学 習 課  ☎ 62 ー 5322
笹 神 体 育 館  ☎ 61 ー 2111
ふれあい会館  ☎ 63 ー 8019     

お知らせお知らせ
主
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お
知
ら
せ

申
告
は
お
早
め
に
！

申
告
相
談
の
お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
1
月
1
日
現
在
で
、
市
内

に
住
所
が
あ
る
人
は
、平
成
28
年
中（
平

成
28
年
1
月
1
日
～
12
月
31
日
）
の
所

得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
新
発
田
税
務

署
や
市
の
申
告
相
談
（
日
程
は
次
の

ペ
ー
ジ
）な
ど
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
申
告
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
の
記
載
と
本
人
確
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
申
告
相
談
共
通
事
項

▼
期
間
＝
2
月
16
日
（
木
）
～
3
月
15

日
（
水
）

※
土
曜
・
日
曜
を
除
く

◎
新
発
田
税
務
署
の
申
告
相
談

▼
会
場
＝
新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
（
新
発
田
市
本
町
4
‐
16
‐
83
）

※�

こ
の
期
間
、
新
発
田
税
務
署
で
申
告

相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
受
付
時
間
＝
午
前
9
時
～
午
後
4
時

◎
市
の
申
告
相
談

▼
会
場
＝
市
役
所
4
階
「
会
議
室
」

▼
受
付
時
間
＝
午
前
9
時
～
11
時
、
午

後
1
時
～
3
時

◎
所
得
税
の
申
告

　

農
業
所
得
、
営
業
所
得
、
不
動
産
所

得
な
ど
が
あ
る
人
は
、
自
分
で
収
支
計

算
を
行
い
、
納
付
税
額
の
あ
る
場
合
は

期
限
ま
で
に
申
告
・
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

給
与
所
得
の
人
は
、
通
常
「
年
末
調

整
」
で
税
額
が
確
定
す
る
た
め
、
あ
ら

た
め
て
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
次
の
場
合
は
申
告
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

・�

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

が
20
万
円
を
超
え
る
人

・�

2
か
所
以
上
の
会
社
な
ど
か
ら
給
与

を
も
ら
っ
て
い
る
人 

な
ど

▼
還
付
申
告
＝
給
与
所
得
や
公
的
年
金

等
に
係
る
雑
所
得
が
あ
る
人
で
、
所
得

税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
、
医
療
費
控
除
や

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
還
付
申
告

に
よ
り
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
公
的
年
金
等
受
給
者
に
係
る
確
定
申

告
不
要
制
度
＝
平
成
23
年
分
以
後
の
各

年
分
に
お
い
て
、
公
的
年
金
等
の
収
入

金
額
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人
は
、

申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
所
得
税
の
申
告
が
不
要
な
場
合
で

も
、
各
種
控
除
（
扶
養
控
除
・
医
療
費

控
除
な
ど
）
を
希
望
す
る
場
合
は
申
告

が
必
要
で
す
。

▼
市
で
受
け
付
け
で
き
な
い
申
告
＝
次

の
申
告
は
、
市
で
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
。
新
発
田
税
務
署
の
申
告
相
談
会
場

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

譲
渡
所
得
の
申
告

・�

最
初
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の

申
告

・�

青
色
申
告

・�

消
費
税
の
申
告 

な
ど

◎
市
・
県
民
税
の
申
告

　

2
月
13
日
（
月
）
～
15
日
（
水
）
に

市
・
県
民
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
市
か
ら

申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
同

封
の
案
内
文
書
を
ご
覧
の
上
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
平
成
28
年
中
の
所
得
状
況
か
ら
、
申
告

書
が
送
付
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
申
告

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番

号
）
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
申
告
書
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
12
桁
の
個
人
番
号
）

の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
申
告
の
際
は
申
告
者

本
人
の
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
控
除
対

象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
、
事
業
専
従
者

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
も
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
確
認
書
類
の

提
示
ま
た
は
写
し
の
提
出
は
不
要
で

す
。

▼
確
認
書
類

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
（
い
ず
れ
か

1
つ
）
…
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
こ

の
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
本
人
確
認
書
類
は

不
要
で
す
）、
通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
記
載
の
住
民
票
の
写
し 

な
ど

・�

本
人
確
認
書
類
（
い
ず
れ
か
1
つ
）

…
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
公

的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
、
年
金

手
帳
な
ど

◎
農
業
所
得
等
の
収
支
計
算

　

農
業
所
得
や
不
動
産
所
得
（
小
作
料

収
入
な
ど
）
が
あ
る
人
は
、
自
分
で
収

支
内
訳
書
を
作
成
し
、
申
告
相
談
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
個
人
の
申
告
に
必
要
な
も
の

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
本
人
確
認
書
類

・�

筆
記
用
具
、
計
算
器
具
、
印
鑑

・�

収
入
を
証
明
す
る
資
料
〔
給
与
・
年

金
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）、
収
支
内

訳
書
（
完
成
し
た
も
の
）
な
ど
〕

・�

国
民
健
康
保
険
税
納
付
額
証
明
書
、

国
民
年
金
控
除
証
明
書
な
ど

・�

生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
、

地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書

・�

身
体
障
害
者
手
帳
や
障
害
者
控
除
認

定
書
な
ど

・�

医
療
費
の
領
収
書
と
明
細
書
（
保
険

か
ら
の
補
填
金
が
あ
っ
た
場
合
は
そ

の
金
額
が
分
か
る
書
類
）

※�

事
前
に
領
収
書
な
ど
を
整
理
し
、「
医

療
費
の
明
細
書
」
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・�

そ
の
他
収
入
・
控
除
に
関
す
る
書
類

・�

初
め
て
振
替
納
税
を
申
し
込
む
場
合

は
、
本
人
名
義
の
預
貯
金
口
座
番
号

と
金
融
機
関
届
出
印

・�

還
付
金
を
受
け
取
る
場
合
は
、
本
人

名
義
の
預
貯
金
口
座
番
号

◎
新
発
田
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
申
告
書
の
作
成
は
便
利
な
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
＝
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
入
力
す
る
と
、

税
額
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
や
消

費
税
の
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
ｅイ

ー
タ
ッ
ク
ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
電

子
申
告
）
を
利
用
し
て
提
出
で
き
る
ほ

か
、
印
刷
し
た
書
面
で
提
出
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

▼
消
費
税
の
申
告
＝
平
成
28
年
分
の
個

人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消
費
税
は

3
月
31
日
（
金
）
が
申
告
・
納
付
期
限

で
す
。

▼
申
告
書
の
自
主
記
載
の
お
願
い
＝
申

告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
書

を
作
成
で
き
る
人
は
、
郵
便
等
に
よ
る

提
出
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
作
成

し
た
申
告
書
は
郵
便
・
信
書
便
に
よ
る

送
付
の
ほ
か
、
税
務
署
の
時
間
外
収
受

箱
へ
投と

う

函か
ん

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
申
告
書
の
送
付

　

〒
９
５
７
‐
８
６
６
６
（
住
所
不
要
）

　

新
発
田
税
務
署

▼
問
い
合
わ
せ

○
所
得
税
・
消
費
税
の
申
告

�　

新
発
田
税
務
署 

　

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
６
１

○
市
・
県
民
税
の
申
告

�　

�

税

務

課 

市

民

税

係
（

内

線

２
６
６
１
・
２
６
６
４
～
2
６
６
６
）

阿賀野市申告相談日程表（地区割）
申告相談会場：市役所 4 階「会議室」　※ 支所では実施しません。

さらに便利で使いやすく！
ネットでどこでも申告・納税。

国税電子申告・納税システム

e-Tax
イータックス 検索

www.e-tax.nta.go.jp

受付日
対象自治会 ( 水原地区 ) 対象自治会（笹神地区・安田地区・京ヶ瀬地区）

午前（9 時～11 時） 午後（1 時～3 時） 午前（9 時～11 時） 午後（1 時～3 時）

2 月16 日（木）
新座、分田 1、上福

岡、西岡

停 1、停 2、あがの、

松井町 1、松井町 2、

南町

村岡、長起、上蔵野、上

高関、上西野、中ノ通、

藤屋、山倉新田

押切、金屋、五頭の里、

次郎丸、滝沢

17 日（金）
分田 2、分田 3、分

田学校町、分田 5

分田 6、分田 7、分

田 8

下山屋、貝喰、上一分、

沢口、下一分、堤、小栗

山、熊堂

飯山新、高田、沖、上高

田、榎船渡、榎、上飯塚、

船居、沖ノ館

2 月19 日（日） 休日申告相談日（市内全域、受付時間：午前 9 時～ 11 時）

20 日（月）

水原栄町、上江端 1、

上江端 2、水ヶ曽根

上袖、下袖、庚町、前

山口、新橋、館の越

畑江、勝屋、湯沢、折居、

女堂

笹岡、山崎、山倉・上関

口、しらとり

夜間申告相談日（市内全域、受付時間：午後 5 時 30 分～ 7 時）

21 日（火）

山本新、熊居新田、

切梅新田

町村、あやめ、上中

野目、みずほ、上中、

市野山

七浦、福井、大室、大日
村杉、今板、出湯、南沖

山、泉、下福岡

夜間申告相談日（市内全域、受付時間：午後 5 時 30 分～ 7 時）

22 日（水）

東 雲 町、 東 柳 町、

柳 町、 白 鳥 通 り、

新市野山、百津

堀 越 上、 堀 越 中、

堀越下、小境

発久、塚田、上山屋、蒔田、

赤水、野村、須走、横山

上坂町、羽黒、宮下、宮

島、本明、島田、真光寺

夜間申告相談日（市内全域、受付時間：午後 5 時 30 分～ 7 時）

23 日（木）

堀越外城、坂町、越

御堂、里上、里中

中潟上、中潟中、中

潟下、境新田、荒屋

沢田、竜下、南郷砂山、

新保

宮町、庵地、庵地小路、岩野、

福永、羽多屋、二本松

夜間申告相談日（市内全域、受付時間：午後 5 時 30 分～ 7 時）

24 日（金）

砂押、牧島、境新、

水原寺社

中島 5、弥生町、庄

ケ宮、下金田

安田上町、安田中町、安

田下町、小路、原町

籠田、中山、ツベタ、丸

山、小松、草水、渡場

夜間申告相談日（市内全域、受付時間：午後 5 時 30 分～ 7 時）

2 月26 日（日） 休日申告相談日（市内全域、受付時間：午前 9 時～ 11 時）

27 日（月）
福田、七石、野地城、

大野地、原

水原上町、水原中

町、 水 原 下 町、 桜

木町、諏訪町、新々

町、水原新栄町

片町、浦町、安田栄町、

千刈町、下学校町、上学

校町、東学校町、安田新

栄町

久保、小浮新田、小浮本

村、野田、嶋瀬、千唐仁

2 月28 日（火）

元町 1、元町 2、下

山口 1、下山口 2、

下山口 3

里 金 田、 里 下、 土

橋

本町、安田横町、門前、

御城町、新町

六野瀬、安田寺社一、安

田寺社二、安田寺社三、

安田寺社四、安田寺社五、

物見山町

3 月 1 日（水）
泉町、旭町、中島 4、

堰場、緑町

西 外 城、 中 外 城、

東外城、日の出町

姥ヶ橋、曽郷、猫山、金渕、

乙金渕、曽郷エコタウン

下里、嘉瀬島、粕島、小島、

川前、七島、月崎、前山

2 月02 日（木）
天朝通り、小川町、

水原横町、南新町、

学 校 町、 上 山 口、

中山口、南山口

法柳新田、法柳、深堀、

田山、城、箸木免

緑岡 1、緑岡 2、緑岡 3、

飯森杉団地、さくら団地、

美里団地

3 日（金）

中島1、中島2、中島3、

新光町、消防通り、

杉並、みそら野

北 新 町、 若 葉 町、

稲荷町、シンパシー

下黒瀬、上黒瀬、窪川原、

京ヶ島第一、京ヶ島

駒林 1、駒林 2、駒林 3、

緑岡 4、緑岡 5、緑岡 6

2 月06 日（月）
中島 6、天神堂、千原、

沖通

停 3、すみれ野、あ

さひ、シンフォニー

市野山

飯森杉、小里、下ノ橋、

関屋、小河原

駒 林 4、駒 林 5、駒 林 6、

五郎巻

2 月07 日（火）

3 ～ 15 日（水）

市内全域を対象とした予備日です。指定日に都合のつかない人は、この期間にお越しください。

※11 日（土）、12 日（日）は行いません。

※�受付開始時は大変混雑しますので、少し時間をずらしての来場をお勧めします。来場者が集中した場合、受け

付けを制限することがあります。

※�「休日・夜間申告相談」は、勤務などで休日・夜間以外に都合のつかない人が対象です。

※ 駐車場が大変混雑します。会場へは相乗りや市営バス等の公共交通機関を利用してください。

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

FM 76.1MHz
	

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。
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17 16平成 29 年 2 月号 平成 29 年 2 月号

お
知
ら
せ

農
業
者
年
金

経
営
移
譲
年
金
受
給
者

の
皆
さ
ん
へ

　

経
営
移
譲
年
金
を
継
続
し
て
受
給
す

る
た
め
に
は
、
受
給
者
が
農
業
経
営
を

再
開
し
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

次
の
場
合
は
経
営
を
再
開
し
た
と
み

な
さ
れ
、
年
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

農
業
所
得
に
係
る
申
告
名
義
が
受
給

者
で
あ
る
場
合

・�

農
協
、
土
地
改
良
区
、
農
業
共
済
な

ど
の
名
義
が
受
給
者
で
あ
る
場
合

・�

受
給
者
が
米
の
生
産
調
整
に
係
る
助

成
金
を
申
請
し
て
い
る
場
合

・�

受
給
者
が
農
地
を
取
得
し
て
自
ら
耕

作
し
て
い
る
場
合

※�

そ
の
他
に
も
転
用
や
農
地
の
売
買
等

に
よ
り
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
委
員
会
事
務
局

急
な
葬
儀
に
も
慌
て
ず
に

冷
静
に
対
応
し
ま
し
ょ
う

　

葬
儀
を
め
ぐ
る
料
金
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談
が
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
人
と
別
れ
、
悲
し
み
を
抱
え

た
ま
ま
葬
儀
の
準
備
を
す
る
た
め
、
冷

静
な
判
断
が
で
き
ず
、
料
金
や
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
十
分
に
理
解
し
な
い
ま
ま
契

約
し
て
し
ま
い
、
ト
ラ
ブ
ル
に
至
る

ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

葬
儀
社
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
は
、
親

族
な
ど
冷
静
な
判
断
が
で
き
る
人
に
同

席
し
て
も
ら
う
な
ど
、
慌
て
ず
に
契
約

し
ま
し
ょ
う
。

◎�

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
別
の

相
談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・�

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線

２
１
１
０
）

・�

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
希
望
者
説
明
会

　

長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
？　

ま
ず
は
説
明
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
2
月
9
日
（
木
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
1
階
「
研
修
室
」

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人

▼
内
容
＝
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
業
紹
介
・
概
要
説
明

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝（
公
社
）市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
62
‐
１
３
６
５

ご
ず
っ
ち
ょ
カ
フ
ェ

　

「
毎
日
の
介
護
を
頑
張
り
過
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
？
」「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

い
い
の
か
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」

　

市
で
は
、
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て

来
れ
る
場
所
、
家
族
が
ホ
ッ
と
で
き
る

場
所
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
収
集
の

場
所
と
し
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催

し
て
い
ま
す
。開
館
時
間
内
で
あ
れ
ば
、

都
合
の
良
い
時
間
に
利
用
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
21
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分
（
毎
月
第
3
火
曜
）

▼
会
場
＝
稲
荷
町
会
館
（
百
津
88
・
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
鳥
荘
隣
）

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
／
人

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

・�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
阿
賀
野（
内

線
２
１
３
２
）

・�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
笹
神　

　

☎
62
‐
４
１
４
３

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　

「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
…
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人

や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま

り
、
安
心
し
て
気
持
ち
を
語
り
合
え
る

お
し
ゃ
べ
り
の
場
で
す
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
2
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時

～
正
午

※�

都
合
の
付
く
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※�

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
～
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
～
9
時
で
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
／
人（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民

ネ
ッ
ト
あ
が
の　

蛭え
び

子す　

☎
62
‐
０
６
４
９募 

　
集 

市
臨
時
職
員

学
習
支
援
教
員
・

介
助
員
を
募
集

◎
学
習
支
援
教
員

▼
応
募
資
格
＝
小
学
校
ま
た
は
中
学
校

の
教
員
免
許
を
有
す
る
健
康
な
人

▼
募
集
人
数
＝
若
干
人

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
任
用
期
間
の
う
ち

学
校
で
授
業
の
あ
る
日
、
1
日
7
時
間

30
分
勤
務

▼
賃
金
＝
時
給
１
２
５
０
円
（
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
加
入
）

◎
介
助
員

▼
応
募
資
格
＝
不
問

▼
募
集
人
数
＝
10
人
程
度

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
任
用
期
間
の
う
ち

学
校
で
授
業
の
あ
る
日
、
1
日
6
時
間

ま
た
は
7
時
間
勤
務

▼
賃
金
＝
時
給
８
９
０
円（
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
加
入
）

◎
共
通
事
項

▼
勤
務
場
所
＝
市
内
小
中
学
校

▼
任
用
期
間
＝
4
月
1
日
～
平
成
30
年

3
月
31
日（
夏
季
休
業
期
間
中
を
除
く
）

▼
応
募
方
法
＝
市
の
「
臨
時
・
パ
ー
ト

職
員
登
録
台
帳
」
ま
た
は
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
写
真
を
添
付

の
上
、
笹
神
支
所
2
階
学
校
教
育
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限
＝
2
月
17
日
（
金
）

※
期
限
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
日
程
は
後
日
連

絡
し
ま
す
）

▼
そ
の
他

・�「
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
登
録
台
帳
」
は
、

学
校
教
育
課
、
市
役
所
2
階
総
務
課
、

安
田
支
所
、
京
ヶ
瀬
支
所
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・�

採
用
の
決
定
は
3
月
議
会
後
の
3
月

中
旬
以
降
と
な
り
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課 

学
校
支
援
第
二
係

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
臨
時
職
員

庁
内
文
書
・
文
書
配
達
員
、

バ
ス
運
転
員
を
募
集

◎
庁
内
文
書
配
達
員

▼
応
募
資
格
＝
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
人
▼
募
集
人
数
＝
1
人

▼
勤
務
内
容
＝
市
役
所
・
各
支
所
間
の

文
書
配
達

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
月
曜
～
金
曜
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）、
午
前
9
時

45
分
～
11
時
45
分

▼
賃
金
＝
時
給
８
４
０
円

◎
文
書
配
達
員

▼
応
募
資
格
＝
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
人

▼
募
集
人
数
＝
若
干
人

▼
勤
務
内
容
＝
広
報
紙
等
の
配
布
物
を

車
両
に
積
み
込
み
、
自
治
会
長
宅
（
お

お
む
ね
60
か
所
）
へ
配
達

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
月
2
回
程
度
（
原

則
毎
月
1
日
と
15
日
）、
午
前
8
時
30

分
か
ら
業
務
を
開
始
し
て
4
時
間
程
度

▼
賃
金
＝
1
回
5
千
円

◎
バ
ス
運
転
員

▼
応
募
資
格
＝
大
型
自
動
車
第
1
種
免

許
を
有
す
る
人

▼
募
集
人
数
＝
若
干
人

▼
勤
務
内
容
＝
大
型
ま
た
は
中
型
バ
ス

の
運
転

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
不
定
期
（
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
を
含
む
週
1
～
2
回
程

度
）。
午
前
5
時
～
午
後
10
時
の
間
の

数
時
間
（
行
き
先
に
よ
り
異
な
る
）

▼
賃
金
＝
時
給
１
２
９
０
円

◎
共
通
事
項

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
で
65
歳
未
満

の
人

▼
任
用
期
間
＝
4
月
1
日
か
ら
最
大
6

か
月
間
（
更
新
す
る
場
合
あ
り
）

▼
通
勤
手
当
＝
支
給
（
2
㎞
以
上
）

▼
応
募
方
法
＝
市
の
「
臨
時
・
パ
ー
ト

職
員
登
録
台
帳
」
ま
た
は
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
写
真
を
添
付

の
上
、
市
役
所
2
階
総
務
課
庶
務
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限
＝
2
月
17
日
（
金
）

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
日
程
は
後
日
連
絡
）

▼
そ
の
他

・�「
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
登
録
台
帳
」
は
、

総
務
課
、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

・�

採
用
の
決
定
は
3
月
議
会
後
の
3
月

中
旬
以
降
と
な
り
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

庶

務
係
（
内
線
２
２
４
３
）

シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

市
の
イ
メ
ー
ジ
や
魅
力
、
地
域
資
源

等
を
広
く
発
信
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
18
歳
以
上
（
高
校
生
を

除
く
）
で
、
市
内
外
を
問
わ
ず
阿
賀
野

市
に
つ
な
が
り
の
あ
る
個
人
・
団
体

▼
主
な
活
動
内
容

・��

各
自
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
ラ
イ
ン
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

ブ
ロ
グ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、

市
の
魅
力
・
地
域
資
源
な
ど
の
情
報

発
信
や
Ｐ
Ｒ
活
動

・�

市
の
イ
メ
ー
ジ
や
認
知
度
を
向
上
す

る
た
め
、
各
自
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
イ
ベ
ン

ト
チ
ラ
シ
等
の
配
布
・
宣
伝
や
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
・
協
力

▼
任
期
＝
2
年
間

▼
定
員
＝
20
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

選
考
）

▼
報
酬
等
＝
な
し

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
登
録
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
募

集
要
項
や
登
録
申
請
書
は
市
役
所
3
階

商
工
観
光
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観

光
課 

観
光
係
（
内
線
２
３
４
５
）

syo
ko

kanko
@

city.agano
.niigata.jp

自
衛
官
募
集

◎
自
衛
官
候
補
生 

陸
・
海
・
空
（
男
子
）

▼
受
験
資
格
＝
採
用
予
定
月
の
1
日
現

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
採
用
予
定
月
＝
3
～
4
月
ま
た
は
8

～
9
月

▼
試
験
日
＝
3
月
4
日
（
土
）

▼
合
格
発
表
日
＝
3
月
17
日
（
金
）

▼
受
付
期
限
＝
2
月
20
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊

新
発
田
地
域
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
５
６
１
９

　市では、各種汚水処理施設の早期概成と効率的

かつ適正な整備手法の選定を目的として、既存の

「阿賀野市汚水処理施設整備構想」を見直しました。

　阿賀野市パブリックコメント実施要綱に基づ

き、ここに構想（見直し案）を公表し、広く皆さ

んの意見を募集します。

■募集期間＝ 2 月 7 日（火）～ 24 日（金）

　※ 郵送の場合は当日消印有効

■�公表資料

　阿賀野市汚水処理施設整備構想（見直し案）

■�資料の入手方法

　・�市ホームページからダウンロード

　・�上下水道局、市民協働推進課（市役所 2 階）、

各支所（安田・京ヶ瀬・笹神）で配布（土曜・

日曜を除く午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分）

■�提出方法＝所定の意見書（任意の意見書も可）に、

①意見、②住所、③氏名（団体等の場合は、所在

地、名称、代表者名）、④電話番号を必ず記入の上、

持参、郵送、FAX、電子メールのいずれかの方法

で提出してください。所定の意見書は、資料の入

手方法と同様の方法で入手できます。

■�結果の公表＝提出された意見については、原則

として、市の考え方と併せて、後日、資料の入

手方法と同様の方法で公表します（個人情報は

非公表）。

■提出・問い合わせ

　〒 959-2024　阿賀野市中島町 7-20

　阿賀野市上下水道局下水道建設係

　☎ 62-2833　FAX 62-2489

　  gesuido@city.agano.niigata.jp 

広く皆さんの意見を募集しますパブリックコメント
http://www.city.agano.niigata.jp/site/publiccomment/

阿賀野市汚水処理施設整備構想（見直し案）について
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募 

　
集 

力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い

放
課
後
ス
ク
ー
ル

講
師
募
集

　

市
で
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
、
小
学
5
・
6
年
生
を
対
象
に

放
課
後
学
習
支
援
事
業
「
放
課
後
ス

ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
、
安
田
・
水
原
・

笹
神
地
区
に
加
え
、
京
ヶ
瀬
地
区
で
も

放
課
後
ス
ク
ー
ル
を
開
講
す
る
な
ど
事

業
拡
大
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、
講
師

を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
小
学
校
・
中
学
校
・
高

等
学
校
の
い
ず
れ
か
の
教
員
免
許
の
あ

る
人
（
元
教
員
や
教
員
退
職
予
定
者
な

ど
）

▼
開
講
時
間
＝
毎
週
月
曜
、
午
後
3
時

20
分
～
4
時
20
分

▼
謝
礼
＝
２
５
０
０
円
／
回
（
予
定
・

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

▼
申
込
期
限
＝
2
月
28
日
（
火
）

▼
そ
の
他

・�

年
度
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
会
場
な
ど
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・�

採
用
や
謝
礼
額
の
決
定
は
3
月
議
会

後
の
3
月
中
旬
以

降
と
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
会
館

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
「
サ
ー
ク
ル
・
団
体
編
」

掲
載
情
報
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
「
サ
ー

ク
ル
・
団
体
編
」
を
作
成
し
、
皆
さ
ん

の
学
習
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
29
・
30
年
度
版
の
ガ
イ
ド
を
作

成
す
る
た
め
、
団
体
紹
介
や
新
入
会
員

募
集
な
ど
掲
載
情
報
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
次
の
①
②
の
条
件
を
満
た

す
団
体

①�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
人

で
構
成
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
る
団
体

②�

随
時
、
新
規
の
加
入
会
員
を
募
集
し

て
い
る
団
体

※�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
掲
載
し
ま
せ
ん
。

・�

営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
（
学
習
塾

な
ど
）

・�

政
治
活
動
・
宗
教
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体

・�

公
序
良
俗
に
反
す
る
、
ま
た
は
そ
の

恐
れ
が
あ
る
団
体

▼
掲
載
内
容
＝
団
体
名
、
活
動
内
容
、

活
動
場
所
、
活
動
日
時
、
現
会
員
数
、

対
象
者
、
会
費
、
代
表
者
名
、
団
体
紹

介
文
な
ど

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
掲
載
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
笹
神
支
所
2

階
生
涯
学
習
課
、
各
地
区
公
民
館
・
体

育
館
（
京
ヶ
瀬
地
区
は
京
ヶ
瀬
支
所
公

民
館
係
・
体
育
館
係
）、
市
立
図
書
館
、

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
掲
載
申
込
書
は
提
出
先
に

あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
2
月
28
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

市
民
の
掲
示
板

五
頭
自
然
学
校
か
ら

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

◎�

か
ん
じ
き
ウ
オ
ー
ク
と
特
製
豆
乳
鍋

＆
ア
イ
ス
大
福
づ
く
り
＆
温
泉

▼
日
時
＝
2
月
19
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
～

▼
会
場
＝
五
頭
自
然
学
校
（
ぽ
っ
ぽ
五

頭
内
・
畑
江
33
）
周
辺

▼
内
容

・�
か
ん
じ
き
を
履
い
て
、
五
頭
山
麓
の

動
植
物
を
観
察
し
な
が
ら
散
策

・�

豆
乳
鍋
と
デ
ザ
ー
ト
作
り

・�

村
杉
温
泉
（
長
生
館
）
で
入
浴

▼
参
加
費
＝
大
人
（
中
学
生
以
上
）

3
千
円
／
人
、子
ど
も（
5
歳
～
小
学
生
）

１
５
０
０
円
／
人（
温
泉
利
用
料
込
み
）

※
か
ん
じ
き
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
長
靴
、
防
寒
具
、

昼
食
（
お
に
ぎ
り
等
）

▼
申
込
期
限
＝
2
月
17
日
（
金
）
正
午 

◎�

本
格
納
豆
づ
く
り
と
石
窯
で
ピ
ザ

ト
ー
ス
ト

▼
日
時
＝
2
月
26
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
～

▼
会
場
＝
五
頭
自
然
学
校

▼
内
容

・�

稲
わ
ら
で
わ
ら
づ
と
を
作
っ
て
昔
な

が
ら
の
納
豆
作
り

・�

好
き
な
も
の
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
ピ

ザ
ト
ー
ス
ト
パ
ー
テ
ィ
ー

▼
参
加
費
＝
大
人
2
千
円
／
人
、
子
ど

も
千
円
／
人

▼
申
込
期
限
＝
2
月
24
日
（
金
）
正
午

◎
共
通
事
項

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
そ
の
他
＝
積
雪
時
は
１
０
０
ｍ
ほ
ど

手
前
の
あ
お
ぞ
ら
ソ
ラ
シ
ー
ド
（
畑
江

75
）の
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
五
頭
自
然
学
校

☎
47
‐
４
４
２
５

☎
０
９
０
‐
６
５
０
２
‐
５
５
２
３

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
2
月
12
日
（
日
）、26
日
（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
確
認
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所　

山
崎　

☎
63
‐
２
０
５
０

講
座
・
教
室

親
子
お
菓
子
作
り
教
室

（
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
編
）

　　

大
人
に
も
子
ど
も
に
も
人
気
の
あ
る

焼
き
菓
子
を
作
り
ま
す
。

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
や
友
チ
ョ
コ
の

お
礼
に
、
お
菓
子
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
日
時
＝
2
月
25
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
～
4
時

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
2
階「
調
理
室
」

▼
対
象
者
＝
市
内
の
小
学
生
以
上
の
人

と
そ
の
保
護
者
（
大
人
と
子
ど
も
の
組

み
合
わ
せ
で
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
講
師
＝
浜
崎
英
靖
氏
（
お
菓
子
処
浜

ぶ
ん
）

▼
募
集
人
数
＝
先
着
6
組

▼
参
加
費
＝
千
円
／
組
（
材
料
費
、
当

日
徴
収
）

▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

角
巾
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

▼
申
込
期
間
＝
2
月
7
日
（
火
）
～
16

日
（
木
）
※
土
曜
・
日
曜
を
除
く
午
前

8
時
30
分
～
午
後
5
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
会
館

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
近
所
安
心
見
守
り
隊
講
座

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
高

齢
者
虐
待
防
止
に
関
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　

虐
待
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

は
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
と
そ
の
家
族

を
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
2
月
13
日
（
月
）
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分（
午
後
1
時
～
受
付
）

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
「
多
目
的

ホ
ー
ル
」
▼
講
師
＝
等
々
力
務
氏
〔（
公

社
）
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
新
潟
県

支
部
副
代
表
〕

▼
演
題
＝
「
高
齢
者
へ
の
虐
待
を
防
止

す
る
た
め
に
～
介
護
家
族
を
支
え
る
地

域
の
力
～
」
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
新
潟
県
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
阿
賀
野
（
内
線
２
１
３
３
）

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
2
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時

～
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円
／
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

健
康
・
子
育
て

子
育
て
応
援
カ
ー
ド

新
規
協
賛
店
の
お
知
ら
せ

▼
新
規
協
賛
店
・
主
な
業
務
内
容
・
サ
ー

ビ
ス
内
容

・��

登
録
商
標 

庵
地
焼 

旗
野
窯
（
保
田

１
４
８
‐
3
）
☎
68
‐
２
２
７
２
／

陶
器
製
造
・
販
売
／
5
千
円
以
上
の
購

入
で
ご
飯
茶
わ
ん
（
小
）
プ
レ
ゼ
ン
ト

※��

窯
の
都
合
上
、
少
し
お
待
ち
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・��

村
杉
温
泉 

環
翠
楼
（
村
杉
４
５
２
７
）

☎
66
‐
２
１
３
１
／
旅
館
業
／
お
子

様
膳
ま
た
は
お
子
様
ラ
ン
チ
を
注
文

の
場
合
、
15
歳
未
満
の
子
ど
も
に
ソ

フ
ト
ド
リ
ン
ク
1
本
サ
ー
ビ
ス

・��

株
式
会
社 

菊
田
（
中
島
町
4
‐
15
）

☎
62
‐
２
２
７
７
／
ク
ロ
ス
・
床
工

事
全
般
、
カ
ー
テ
ン
・
ブ
ラ
イ
ン
ド

販
売
／
相
談
・
見
積
無
料
、
取
扱
商

品
特
別
価
格

・��

木
村
屋
パ
ン
店
（
笹
岡
１
０
９
６
‐

1
）
☎
62
‐
３
４
７
７
／
パ
ン
製
造
・

販
売
／
月
曜
、「
キ
ム
パ
ン
カ
ー
ド
」

ス
タ
ン
プ
２
倍
進
呈

・��

小
林
こ
う
じ
店
（
笹
岡
１
１
１
４
‐

6
）
☎
62
‐
３
５
３
６
／
味
噌
製
造
・

小
売
・
食
料
品
販
売
／
お
買
い
上
げ

料
金
か
ら
10
％
引
き

◎
協
賛
店
を
大
募
集
中
！

　

「
市
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
応
援
す

る
」
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
し
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、

料
金
の
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
、
景
品
進
呈

な
ど
各
店
で
自
由
に
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
登
録
方
法
＝
「
子
育
て
応
援
カ
ー
ド

事
業
協
賛
企
業
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
市
役
所
1
階
社
会
福
祉

課
、
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
提
出
先
に
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▼
登
録
受
付
＝
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。子

育
て
応
援
カ
ー
ド
と
は
…

　

15
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
保

護
者
に
交
付
し
て
い
る
カ
ー
ド
で

す
。
協
賛
店
で
カ
ー
ド
を
提
示
す

る
と
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

児
童

福
祉
係
（
内
線
２
１
５
２
）

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
さ

ん
、
パ
パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
13
日
（
月
）、27
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ

▼
内
容

○�

2
月
13
日
（
月
）
※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

「
自
由
遊
び
の
日
」

　

温
か
い
部
屋
で
、
心
が
ほ
っ
と
す
る

よ
う
な
絵
本
と
わ
ら
べ
歌
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

○�

2
月
27
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

「
か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
作
り
」

　

も
う
す
ぐ
ひ
な
祭
り
。
女
の
子
は
も

ち
ろ
ん
、
男
の
子
も
み
ん
な
一
緒
に
か

わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
を
手
作
り
し
ま
せ

ん
か
？

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者
用
）、

保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
な
ど
）

※�

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は

遠
慮
く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

“
い
ち
ご
み
る
く
”

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

児
童
手
当
を

振
り
込
み
ま
す

　

平
成
28
年
10
月
～
平
成
29
年
1
月
分

（
4
か
月
分
）
の
児
童
手
当
を
受
給
者

の
指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
振
込
日
＝
2
月
10
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

児
童

福
祉
係
（
内
線
２
１
５
２
）

高
木
豊
氏
講
演
会

　

子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
持
つ
こ

と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
そ
の
た
め

に
は
保
護
者
を
含
め
た
周
り
の
大
人
た

ち
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
2
月
26
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
～
5
時
（
昼
12
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
＝
新
発
田
市
民
文
化
会
館
「
大

ホ
ー
ル
」（
新
発
田
市
中
央
町
4
‐
11

‐
7
）

▼
対
象
者
＝
阿
賀
野
市
、
新
発
田
市
、

聖
籠
町
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
演
題
＝
「
夢
を
追
う
子
ど
も
た
ち
の

親
と
し
て
」

▼
講
師
＝
高
木
豊
氏
（
元
プ
ロ
野
球
選

手
）
▼
定
員
＝
先
着
８
０
０
人

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
新
発
田
青
年
会
議
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
高
木
豊 

新
発
田
青

年
会
議
所
」
で
検
索
）
の
登
録
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
車
で
来
場
す
る
場
合
は
、

旧
新
発
田
市
役
所
（
新
発
田
市
中
央
町

4
‐
10
‐
4
）、
ア
イ
ネ
ス
し
ば
た
（
新

発
田
市
大
手
町
4
地
内
・
県
立
新
発
田

病
院
跡
地
）、
外
ヶ
輪
小
学
校
（
新
発

田
市
中
央
町
5
‐
8
‐
9
）
の
無
料
駐

車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
後
援
＝
市
教
育
委
員
会
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
＝
（
一
社
）
新
発
田
青

年
会
議
所
（
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後

3
時
30
分
）

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
０
４
０
４

♥
地
産
地
消　

阿
賀
野
の
恵
み　

米
・
大
豆
・
牛
乳
・
野
菜

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ



■お知らせ版 ■お知らせ版

21 20平成 29 年 2 月号 平成 29 年 2 月号

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・�

新
潟

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
４
３
４
３

・�

新
発
田

　

☎
０
２
５
４
‐
20
‐
４
３
４
３

・�

村
上

　

☎
０
２
５
４
‐
53
‐
４
３
４
３

※�

い
ず
れ
か
の
電
話
番

号
に
お
か
け
く
だ
さ

い
。

年
金
相
談

▼
日
時
＝
2
月
15
日
（
水
）
午
前
9
時

30
分
～
昼
12
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
1
階

「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」

※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希
望

の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
１
８
３
）

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
～
午

後
4
時
（
第
2
・
第
4
水
曜
以
外
は
要

予
約
）

※�

相
談
日
以
外
で
も
随
時
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
者
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相

談
し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
2
月
21
日
（
火
）、
3
月
3

日
（
金
）
午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
1

人
30
分
程
度
）

※
予
約
制

▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26

‐
９
１
３
３

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■市役所 1階「相談室」＝ 2月 10 日（金）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※ セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■�日程＝毎月第 1、3 水曜

　※ 予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分（1 人 30 分間）

■会場＝市役所 1 階「相談室」

※�相談にお越しの際は、相談の要点をまとめ、関係資料があれば

持参してください。

※�お急ぎの人は、次の機関等を利用してください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9 時～午後 5 時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4 時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係　☎ 62-2510（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

　
　
　

は
蔵
書
点
検
期
間
で
す
。

「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
欄
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
け
出
時
に
係
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
生
届
を
他

市
区
町
村
に
提
出
し
た
市
内
在
住
者
で
、「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

長谷川房子	 80 歳	 12.29	 小　浮

谷　　十治	 90 歳	 12.31	 六野瀬

新保　園榮	 86 歳	 12.31	 岡山町

齋藤　忠行	 54 歳	 12.31	 緑　町

小林　とよ	 96 歳	 1.1	 北本町

浅間ミツイ	 97 歳	 1.1	 保　田

野千代子	 88 歳	 1.1	 北本町

長 　マサ	 85 歳	 1.2	 保　田

寺田　　修	 63 歳	 1.2	 横　山

小嶋　静子	 100 歳	 1.3	 南安野町

佐藤　信夫	 85 歳	 1.3	 山口町 1

清野みつ子	 59 歳	 1.6	 北本町

榎本　スン	 87 歳	 1.8	 湯　沢

遠藤　トシ	 92 歳	 1.9	 上坂町

細川　　寛	 79 歳	 1.10	 福　田

涌井　　清	 86 歳	 1.10	 上飯塚

清野　榮子	 92 歳	 1.10	 下一分

片山　　奏	 4 歳	 1.10	 北本町

中村　洋司	 95 歳	 1.12	 小　浮

小 　雪子	 66 歳	 1.12	 山　崎

一ノ 　勤	 85 歳	 1.13	 上一分

加藤チヨノ	 78 歳	 1.13	 笹　岡

加藤　秀雄	 76 歳	 1.14	 粕　島

 氏　名（届出順） 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

遠藤　雅
が

來
く

	 保　田

遠山　瑠
る

明
あ

	 小　浮

本間　橙
とう

花
か

	 保　田

五十嵐稟
り お ん

桜	 若葉町

齋藤　燈
ほ の は

華	 百津町

青木みなみ	 山　倉

く  ん

く  ん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

大　樹
美知子
拓　也
未　来

圭
未　紗

淳
梓
翔

愛　美
裕　卓

優

 氏　名（届出順） 年　齢 死亡月日 住　所

（1月 1日～ 1月 15 日届出分）

サンポウ福祉タクシー
運賃料金（中型車）　ストレッチャー可

 ・初乗り運賃 1 割引き 580 円

 ・加算運賃 1割引き 80円 ・迎車料金 無料

 ・時間制 30 分 2,740 円 ・障がい者割 1 割引き

☎ 070-4128-1234　

阿賀野市猫山 434　代表 宮尾 正彦

　
　
　

は
蔵
書
点
検
期
間
で
す
。

健
康
・
子
育
て

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
希
望
者

は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た
「
妊
娠

届
出
書
」
と
そ
の
書
類
に
記
載
の
あ
る

必
要
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
水

曜
以
外
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
希

望
す
る
場
合
は
、
交
付
日
時
を
調
整
し

ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
２
６
３
１
）

特
定
不
妊
治
療
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

▼
対
象
者
＝
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）
を
受
け
た
法
律
上
の

婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で
あ
っ
て
、
次

の
全
て
に
該
当
す
る
人

・�

特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法
で
は

妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
か
、
極
め
て

少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た
人

・�

夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
、
申
請
時

に
お
い
て
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
人

・�

市
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

▼
助
成
の
内
容
＝
1
治
療
当
た
り
15
万

円
を
限
度
（
た
だ
し
、
新
潟
県
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
要
し
た

費
用
の
額
か
ら
県
の
助
成
額
を
控
除
し

た
額
を
特
定
不
妊
治
療
に
要
し
た
額
と

し
て
算
定
）。
通
算
5
回
。
同
一
年
度

内
に
複
数
回
の
申
請
可
。

※�

入
院
費
・
食
事
療
養
費
等
は
助
成
対

象
外

▼
申
請
方
法
＝
平
成
28
年
度
（
平
成
28

年
4
月
1
日
～
平
成
29
年
3
月
31
日
）

に
治
療
が
終
了
し
た
場
合
、
3
月
31

日
（
金
）
ま
で
に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

1
階
健
康
推
進
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
年
度
内
の
申
請
が
間
に
合
わ
な
い

場
合
は
、事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類

・�

阿
賀
野
市
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金

交
付
申
請
書
（
戸
籍
謄
本
・
納
税
証

明
書
な
ど
の
添
付
書
類
が
必
要
）

・�

阿
賀
野
市
特
定
不
妊
治
療
保
険
医
療

機
関
等
証
明
書
ま
た
は
新
潟
県
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診
等
証
明

書
の
写
し

・�

特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
医
療
機
関

な
ど
が
発
行
す
る
領
収
書
・
診
療
明

細
書

・�

県
の
助
成
制
度
の
交
付
決
定
書
（
県

の
助
成
を
受
け
た
場
合
）

※�

必
要
書
類
は
、
県
へ
の
助
成
申
請
の

際
に
使
用
し
た
書
類
の
写
し
で
も
使

用
可
能
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
平
成
28
年
度
か
ら
対
象
者

の
所
得
制
限
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

平
成
29
年
度
か
ら
治
療
開
始
時
の
妻
の

年
齢
が
43
歳
未
満
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
２
６
３
１
）

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

感
染
症
予
防
接
種

　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接

種
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
の
公
費
助

成
の
あ
る
定
期
接
種
の
対
象
期
間
は
3

月
31
日
（
金
）
ま
で
で
す
。
期
間
を
過

ぎ
る
と
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
＝
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
市
民
で
、
予
防
接
種
を
希

望
す
る
人
。
た
だ
し
、
過
去
に
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対
象
外

で
す
。

①�

平
成
28
年
度
中
に
、
65
歳
、
70
歳
、

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

１
０
０
歳
に
な
る
人

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎

臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の

身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

③��

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障

害
に
よ
り
、
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

※�

対
象
者
に
は
、
平
成
28
年
4
月
15
日

付
け
で
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

▼
費
用
（
自
己
負
担
額
）
＝
４
６
４
０

円
（
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

元
気

長
生
き
支
援
室
（
内
線
２
６
１
１
）

お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
～

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
2
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
～
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎�

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
2
月
6
日（
月
）、13
日（
月
）、

16
日
（
木
）、
20
日
（
月
）
～
3
月
3

日
（
金
）

◎�

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
2
月
3
日（
金
）、10
日（
金
）、

16
日
（
木
）、
17
日
（
金
）、
24
日
（
金
）

◎�

安
田
図
書
館

▼
期
日
＝
2
月
6
日（
月
）～
9
日（
木
）

夜
間
役
所

▼
期
日
＝
2
月
15
日
（
水
）、
3
月
1

日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
場
所
＝
市
役
所
1
階 

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、通
知
カ
ー
ド
の
記
載
事
項
変
更
、

納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
等
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

は
交
付
の
み
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課 

市
民
係

（
内
線
２
１
０
１
）

（広 告）



23 平成 29 年 2 月号 22平成 29 年 2 月号

　12 月 12 日、東北電力株式会社の本間裕士新

発田営業所長が市役所を訪れ、LED防犯灯贈呈

式が行われました。

　この寄贈は同社の社会貢献事業の一環として

行われたもので、安全で安心なまちづくりに活用

してほしいと、田中市長に目録が手渡されました。

　寄贈された防犯灯 20 灯は、今後市が防犯灯を

整備する際に設置し、道路利用者の安全・安心

を確保するため有効に活用します。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
寄
贈

●
東
北
電
力
株
式
会
社

　12 月 21 日、カラオケ愛好家グループの「明

間隆雄と愉快な仲間たち」実行委員長の神田登

志夫さん（上一分）、副委員長の弦巻作藏さん（寺

社）と小井戸留吉さん（五泉市）が、市役所を

訪れました。

　11 月 27 日、保健福祉センター京和荘で開催

した「歌と踊りの合同発表会」で集めたチャリ

ティー金 41,067 円を、子どもたちの育成に役立

ててほしいと寄付されました。

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

●
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た
ち 左から、本間所長、田中市長

左から、田中市長、神田さん、弦巻さん、
小井戸さん

寄付紹介

門
松
を
寄
贈

●
京
ヶ
瀬
中
学
校

左から、花澤さん、曽我さん、前田さん、
田中市長

大会名：�第 22回全日本ユース（U-15）フット

サル大会

日　程：1 月 7日～ 9日

会　場：�三重県営サンアリーナ（三重県伊勢市）

　12月10日・11日、南砺市福野体育館（富山県）

で第 22 回全日本ユース（U-15）フットサル大

会北信越大会が開催され、「新潟トレジャー FC

ジュニアユース」が見事第 3位となりました。

　12 月 27 日、選手、総監督、コーチが市役

所を訪れ、田中市長に北信越大会の結果と全

国大会の初出場を報告しました。

　全国大会では4チームのリーグ戦方式で1次ラ

ウンドが行われ、1勝1分け1敗の2位（ベスト8）

でしたが、決勝ラウンドには進めませんでした。

　この他、新潟トレジャーFCジュニアユースは、

2016年度高円宮杯新潟県U-15サッカーリーグ

で第 2位となり、11月 20 日、丸岡スポーツラ

ンド（福井県坂井市）で行われた北信越ユース

（U-15）サッカーリーグ 2017 参入戦で勝利。見

事2017年度の 2部参入を決めました。

　　　おめでとう！　全国大会出場Sports 

【前列左から】高橋正也さん（水原中 1年）、布川楽生さ

ん（水原中 1年）、大野幹弥さん（水原中 3年）、西山瑠

生さん（水原中 3年）、丸山喬大さん（水原中 3年）

【後列左から】新田眞輝さん（市スポーツ少年団本部長）、

池田亘さん（コーチ）、阿部政之さん（総監督）、野瀬春

希さん（水原中 3年）、藤吉玲依さん（新発田市立第一中

3年）、田中市長

　
12
月
26
日
、
京
ヶ
瀬
中
学
校
の
曽

我
穂
香
さ
ん
（
3
年
）、
前
田
遥
来

さ
ん（
2
年
）、花
澤
沙
稀
さ
ん（
2
年
）

が
市
役
所
を
訪
れ
、
田
中
市
長
に
手

作
り
の
門
松
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
門
松
は
地
域
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
生
徒
会
が
中
心

と
な
っ
て
作
っ
た
も
の
で
、
今
回
で

5
回
目
。
材
料
と
な
る
わ
ら
や
竹
、

松
の
葉
、
南
天
な
ど
は
地
元
の
皆

さ
ん
か
ら
譲
っ
て
も
ら
い
、
応
援

団
や
野
球
部
な
ど
の
手
も
借
り
な

が
ら
50
人
ほ
ど
で
、
大
小
合
わ
せ

て
57
個
の
門
松
を
作
り
ま
し
た
。

　
門
松
は
、
京
ヶ
瀬
地
区
の
駐
在
所

や
郵
便
局
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に

も
配
ら
れ
、
正
月
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
英
語
で
自
分
の
意
見
を
発
表
し
た
り
、

英
訳
さ
れ
た
昔
話
を
暗
唱
し
た
り
す
る
「
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
12
月

26
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
初
め
て
開
催
。
小

学
生
15
人
と
中
学
生
22
人
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
意
見
発
表
で
は
、「
市
の
美
し

い
自
然
や
人
び
と
の
温
か
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
」「
よ
り
良
い
阿
賀
野
市
を
一
緒
に
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」等
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

昔
話
の
暗
唱
で
は
、
流
ち
ょ
う
な
英
語
で

語
る
中
学
生
に
交
じ
り
、
芝
居
風
に
動
き

を
加
え
て
会
場
を
沸
か
せ
る
小
学
生
の
発

表
も
あ
り
、
聴
衆
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

練
習
を
重
ね
て
堂
々
発
表

訓
練
成
果
を
観
衆
に
披
露

消
防
出
初
式

　
1
月
8
日
、
笹
神
体
育
館
や
そ
の
周

辺
道
路
な
ど
を
会
場
に
「
消
防
出
初
式
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
は
一
年
の
無
災
害
を
祈
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
防
火
意
識
高

揚
を
図
る
た
め
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
消
防
関
係
者
や
消
防
団
員
な
ど

約
２
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
約
１
０
０
人

の
観
衆
が
見
守
る
中
、
消
防
団
員
た
ち
は

実
際
の
火
災
を
想
定
し
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
て
消
防
車
両
を
緊
急
走
行
さ
せ
た

り
、
一
斉
放
水
し
た
り
し
て
、
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
十
二
分
に
披
露
し
ま
し
た
。

多
く
の
ア
イ
デ
ア
が
結
集
！

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

　
阿
賀
野
市
産
業
振
興
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
（
佐
藤
政
輝
実
行
委
員
長
）
主
催

の
「
あ
が
の
わ
く
わ
く
ド
リ
ー
ム
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式
」
が
12
月
17
日
、
水
原

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
市
に
あ
っ
た
ら

素
敵
な
も
の
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
夢
の
あ
る
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
た
も
の
で
、
今
年
で
2

回
目
。
昨
年
を
上
回
る
２
５
８
点
の
応
募

作
品
は
11
月
6
日
開
催
の
「
あ
が
の
わ
く

わ
く
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
６
」で
公
開
さ
れ
、

優
秀
作
品
29
点
を
今
回
表
彰
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
阿
賀
野
ベ
ス
ト
ド
リ
ー
ム
賞

　
阿
部
善
志
郎 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
佐
藤
　
遼
太 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
佐
藤
　
尋
斗 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
鈴
木
　
誓
太 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
渡
邉
　
諒
人 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
米
山
　
果
凜 

さ
ん
（
中
・
高
生
の
部
）

○
審
査
員
特
別
賞

　
波
多
野
紗
央 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

○
阿
賀
野
ベ
ス
ト
ア
イ
デ
ア
賞

　
加
藤
　
恵
永 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
塚
野
　
遥
希 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
平
井
　
　
元 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
皆
川
　
瑛
心 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
宮
田
　
禄
郎 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
相
澤
　
　
凛 

さ
ん
（
中
・
高
生
の
部
）

　
遠
藤
　
真
思 

さ
ん
（
中
・
高
生
の
部
）

　
前
田
由
美
子 

さ
ん
（
一
般
の
部
）

○
阿
賀
野
ド
リ
ー
ム
賞

　
五
百
川
秀
明 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
加
藤
　
篤
樹 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
菊
田
　
莉
来 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
菊
地
　
絢
音 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
古
室
　
里
彩 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
佐
藤
　
芽
依 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
相
馬
　
結
衣 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
樋
口
　
大
人 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
山
﨑
　
日
南 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
吉
田
　
龍
吾 

さ
ん
（
小
学
生
の
部
）

　
五
十
嵐
茉
莉
野 

さ
ん
（
中
・
高
生
の
部
）

　
金
沢
　
春
香 

さ
ん
（
中
・
高
生
の
部
）

　
五
十
嵐
芳
美 

さ
ん
（
一
般
の
部
）

　
渡

　
和
洋 

さ
ん
（
一
般
の
部
）

手振りを交えて昔話を暗唱する分田小学校の
児童たち

消防署・消防団の車両 47 台による一斉放水
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熊堂集落の東にある六体地蔵

六体地蔵のある場所から熊堂集落を望む

シ
リ
ー
ズ

　
　
阿
賀
野
市
の
伝
説

「�

六ろ
く

体た
い

地
蔵
（
笹
神
地
区
）」

　
熊
堂
集
落
東
側
の
田
ん
ぼ
の
中

に
、
6
体
の
地
蔵
尊
が
祭
ら
れ
て
い

ま
す
。
屋
根
の
付
い
た
小
屋
の
中
で

雨
風
を
し
の
ぎ
、
現
在
で
も
大
切
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　
こ
の
地
蔵
尊
、
か
つ
て
は
村
人
か

ら
生
き
地
蔵
と
あ
が
め
ら
れ
て
い
た

と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

■�

化
身
と
な
っ
て
現
れ
た
地
蔵

　
昔
、
大
飢き

饉き
ん

が
あ
り
、
村
人
は
作

物
が
実
ら
ず
貧
し
い
生
活
を
し
て
い

た
時
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
頃
、
現
在
の
沼
垂
辺
り
の
町

で
6
人
の
尼
僧
が
連
れ
立
っ
て
、
た

び
た
び
托た

く

鉢は
つ

に
歩
い
て
い
る
姿
を

人
々
は
見
掛
け
ま
し
た
。

　
あ
ま
り
に
よ
く
そ
ろ
っ
て
美
し
い

尼
僧
な
の
で
、
人
々
は
好
奇
心
に
か

ら
れ
て
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
折
居
山
の
麓
の
名
も

な
い
尼
僧
で
あ
る
」
と
答
え
る
だ
け

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
い
つ
し
か
そ
の
う
わ
さ
が
世
間
に

広
ま
り
ま
し
た
が
、
折
居
山
の
麓
付

近
に
6
人
の
尼
僧
が
い
る
寺
は
な

か
っ
た
の
で
、
人
々
は
不
思
議
に
思

い
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
熊
堂
の
あ
る
村

人
の
屋
敷
の
近
く
を
流
れ
る
川
で
、

6
人
の
美
し
い
尼
僧
が
足
を
洗
っ
た

後
、
地
蔵
堂
に
姿
を
消
す
と
こ
ろ
を

見
た
人
が
い
ま
し
た
。

　
実
は
、
6
人
の
尼
僧
は
六
体
地
蔵

の
化
身
で
、
諸し

ょ

所し
ょ

を
托
鉢
し
て
得
た

供
養
の
米
銭
を
、
貧
し
い
人
々
に
恵

ん
で
い
た
の
で
す
。

　
そ
れ
以
来
、
人
々
は
六
体
地
蔵
を

生
き
地
蔵
と
あ
が
め
て
、
厚
く
信
仰
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

■�

六
体
地
蔵
の
足
洗
い
場

　
六
体
地
蔵
が
托
鉢
に
出
掛
け
、
そ

の
帰
り
に
川
で
足
を
洗
っ
た
と
い
わ

れ
る
場
所
は
、「
六
体
地
蔵
の
足
洗

い
場
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
六
体
地
蔵
は
集
落
の
所
有
で
、
熊

堂
か
ら
村
岡
に
通
じ
る
唯
一
の
道
で

あ
り
、
昭
和
31
年
に
土
地
改
良
が
行

わ
れ
る
ま
で
存
在
し
た
村
岡
道
の
上

手
に
あ
り
ま
し
た
。

　
六
体
地
蔵
の
足
洗
い
場
は
、
集
落

の
中
の
道
に
平
行
し
て
流
れ
て
い
る

熊
堂
川
に
村
岡
道
が
突
き
当
た
る
所

に
あ
り
ま
し
た
。

　
集
落
の
人
々
は
、
六
体
地
蔵
が
足

を
洗
い
や
す
い
よ
う
に
と
、
川
砂
を

土
手
に
上
げ
、
土
手
を
築
き
直
し
、

川
岸
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
昭
和
32
年
ご
ろ
、
熊
堂
川
の
片
側

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
に
し
た
た

め
、
六
体
地
蔵
の
足
洗
い
場
を
対
岸

に
移
し
ま
し
た
が
、昭
和
50
年
ご
ろ
、

川
が
三
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
に

な
っ
た
た
め
、
足
洗
い
場
は
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

《
参
考
文
献
》
笹
神
風
土
記
・
笹
神

村
史
・
水
原
郷
土
史
ほ
か

熊堂集落

至 村岡集落

六体地蔵

熊野神社

★�今年もたくさん年賀状をもらっ
たっちょ！！

　ごずっちょのかわいいイラストや応援メッ
セージを書いてくれてありがちょ。とてもうれ
しかったよ。
　今年もたくさんイベントに参加して、みんな
に会えるのを楽しみにしているっちょ。

★�ごずっちょの問い合わせは気軽に
どうぞ

　イラストの使用やグッズの作製、着ぐるみの
貸し出し、イベントへの出演などに関する問い
合わせは、市民協働推進課へ連絡してね。
　ごずっちょのお出掛け情報などは、フェイス
ブックや市ホームページをチェックしてっちょ！

ごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします

ごずっちょ通信

●�

も
う
一
匹
の
家
族
の
大
フ
ァ
ン
で

す
。
1
月
号
の
「
モ
ン
太
」
く
ん
、

か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

☆�

も
う
一
匹
の
家
族
に
ペ
ッ
ト
を
掲

載
し
た
い
人
や
珍
し
い
ペ
ッ
ト
の

情
報
を
お
持
ち
の
人
は
、
広
報
広
聴

係
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

私
の
住
む
地
域
い
つ
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
阿
賀

野
市
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。　
　
　
　

 

（
60
代
・
男
性
）

☆�

隔
月
で
自
治
会
を
紹
介
し
て
い
る

「
私
の
住
む
地
域
」。
今
月
は
多
く

の
活
動
を
共
同
で
行
う
「
松
井
町
」

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

正
月
休
み
に
家
族
で
間
違
い
探
し

を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
今
年
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

阿
賀
野
市
や
新
潟
県
で
出
逢
い
の

イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

ふ
る
さ
と
探
訪
の
阿
賀
野
市
の
伝

説
は
、い
つ
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

認
知
症
の
特
集
は
身
近
に
起
こ
り

う
る
こ
と
な
の
で
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。 

（
30
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

認
知
症
の
特
集
に
関
心
を
持
ち
ま

し
た
。
予
防
法
を
参
考
に
、
ま
だ

ま
だ
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
の
方
法

を
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。　
　

 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

毎
月
広
報
紙
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　

 

（
50
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

本
田
院
長
の
話
は
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
運

動
や
食
事
を
意
識
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。　
　
　

 

（
80
代
・
女
性
）

☆�

普
段
の
生
活
で
少
し
で
も
気
に
な

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
。
担
当
者
が
親
身

に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

1
月
号
の
ふ
る
さ
と
探
訪
も
興
味

を
持
ち
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

間
違
い
探
し
は
頭
を
使
う
の
で
、

認
知
症
予
防
に
な
り
ま
す
で
し
ょ

う
か
？　
　
　
　

 

（
70
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

出
逢
い
の
機
会
を
増
や
す
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。（
20
代
・
男
性
）

№56
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで

も見れるっちょ。

【問い合わせ】

市民協働推進課 市民協働推進係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

P.N 原さん

かわいいイラストや
すてきなコメントを

ありがとう！
これからもどんどん

送ってください。
楽しみに

待ってま～す♪
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昔
か
ら
結
び
付
き
の
強
い
2
自
治
会

　
市
役
所
か
ら
新
潟
方
面
に
国
道
49
号

を
1
・
4
㎞
ほ
ど
進
み
、
跨
線
橋
を
下
っ

た
所
に
あ
る
安
野
町
交
差
点
を
中
心
に
、

北
は
消
防
本
部
ま
で
の
県
道
両
側
と
南

は
変
形
五
差
路
ま
で
の
国
道
４
６
０
号

西
側
沿
線
に
松
井
町
一
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
安
野
町
交
差
点
か
ら
水

原
公
民
館
前
の
山
口
交
差
点
ま
で
の
国

道
49
号
沿
線
を
中
心
に
、
南
北
に
松
井

町
二
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
つ
の
自

治
会
は
昔
か
ら
結
び
付
き
が
強
く
、
多

く
の
事
業
を
共
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

両
自
治
会
の
融
和
を
担
う
「
青
松
会
」

　
両
自
治
会
の
融
和
を
図
る
目
的
で
、

大
正
の
終
わ
り
ご
ろ
に
結
成
さ
れ
た
「
青せ

い

松し
ょ
う
か
い会
」。
90
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
青
年

団
で
、
現
在
は
20
～
30
代
を
中
心
に
約

20
人
が
、
下
条
祭
り
へ
の
参
加
や
松
井
町

公
会
堂
の
運
営
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
下
条
祭
り
で
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
伝
統
や
先
頭
に
立
っ
て
リ
ー
ド
し

て
き
た
と
の
自
負
か
ら
、
他
の
自
治
会
か

ら
も
一
目
置
か
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い

も
の
が
好
き
で
、
女
灯
籠
や
宮
型
の
仁

和
加
、
法
被
、
白
地
下
足
袋
、
パ
ッ
チ
な

南

西

北

東

松井町

ど
今
で
は
当
た
り
前
の
光
景
と
な
っ
て
い

る
も
の
を
早
く
か
ら
採
用
し
て
き
ま
し
た
。

　
青
松
会
で
培
わ
れ
た
負
け
ず
嫌
い
の

気
風
や
団
結
力
は
市
民
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
で
も
発
揮
さ
れ
、
平
成

25
年
に
初
優
勝
、
平
成
27
年
に
2
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
試
合
に
は

選
手
の
活
躍
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
住

民
が
応
援
に
駆
け
付
け
、
地
域
一
体
と

な
っ
て
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

「
松
井
町
太
鼓
の
会
」
が
市
内
外
で
活
動

　
昭
和
63
年
、
地
元
在
住
の
水
原
甚
句

保
存
会
会
長
が
水
原
甚
句
の
継
承
を
目

的
に
結
成
し
た
「
松
井
町
太
鼓
の
会
」。

初
め
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
し
た
が
、
現

在
は
大
人
11
人
と
小
中
学
生
15
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
松
井
町
公
会
堂
で
毎

週
1
時
間
練
習
を
行
い
、
市
内
外
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
慰
問
の
た
め
福
祉
施
設

な
ど
で
演
奏
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
指
導
者
に
も
恵
ま
れ
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
も
含
め
9
曲
の
演
奏
可
能
な
曲
目

が
あ
り
、
演
奏
技
術
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
依
頼
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
伺
っ

て
演
奏
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
後
世

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
残
り
た
い
自
治
会
に

　
年
間
を
通
じ
て
老
若
男
女
を
問
わ

ず
交
流
す
る
機
会
が
多
く
、
何
か
あ
れ

ば
す
ぐ
に
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
両
自

治
会
で
す
。
地
域
の
先
輩
が
後
輩
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
後
輩
が
先
輩
を
敬
う
仲
の

良
い
自
治
会
で
す
。
今
後
も
子
ど
も
た

ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
自
治
会
に
残

り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
各
種
事
業
を

実
施
し
て
健
全
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
こ
の
魅
力
あ
る
自
慢
の
自
治
会
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
平
成
28
年
度
役
員
他
12
人
）

■世帯数	 107
■人　口	 320

（1 月 1 日現在）

市役所最寄りの水原小学校前
から新潟交通路線バス亀田・
横越線で2分～5分（下条元町、
上山口下車）。

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
阿
賀
野
市
を
強
く

　
皆
さ
ま
は
、
最
近
よ
く
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
「
Ａ
Ｉ
」
や
「
Ｉ
ｏ

Ｔ
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
Ａ
Ｉ
は
人
工
知
能
の
こ
と
で
、

人
間
の
脳
が
行
っ
て
い
る
知
的
な

作
業
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
代
わ
っ

て
行
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
で
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
は
、
こ
れ
ま

で
主
に
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
な

ど
の
Ｉ
Ｔ
機
器
が
接
続
さ

れ
て
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
、
そ
れ
以
外
の
さ
ま

ざ
ま
な「
モ
ノ
」を
接
続
し
、

活
用
す
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、

遠
隔
操
作
で
自
宅
の
暖
房

の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と

い
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

　
最
近
、
あ
る
新
聞
で
、

こ
の
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
つ

い
て
記
述
し
た
社
説
を
見

つ
け
た
の
で
、
抜
粋
し
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　「
認
知
や
判
断
と
い
っ
た
人
間
の

知
能
の
働
き
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

実
現
す
る
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
、

急
速
な
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
。
囲
碁

の
Ａ
Ｉ
が
プ
ロ
棋
士
を
破
っ
た
出

来
事
は
、
ほ
ん
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
。

Ａ
Ｉ
の
影
響
は
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
産

業
に
広
く
、
深
く
及
ん
で
い
く
。
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
経
済
成
長
を

求
め
ら
れ
る
日
本
は
、
市
場
や
雇
用

の
創
出
に
Ａ
Ｉ
を
生
か
す
戦
略
を

描
き
、行
動
に
移
す
と
き
だ
。（
中
略
）

人
手
不
足
や
少
子
高
齢
化
に
直
面

す
る
日
本
も
、
Ａ
Ｉ
を
テ
コ
に
産
業

競
争
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。（
中

略
）
日
本
の
産
業
を
強
く
す
る
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
編
み
出
す
こ
と
も
大
切
だ
。（
中
略
）

Ａ
Ｉ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
生
か
す
戦
略

を
立
て
る
う
え
で
見
逃
せ
な
い
の

は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
る
『
Ｉ
ｏ
Ｔ
』
の
潮
流
だ
」

（
２
０
１
７
年
1
月
9
日
付

日
本
経
済
新
聞
朝
刊
）

　
こ
の
社
説
の
「
日
本
」
を

「
阿
賀
野
市
」
に
変
え
て
み

た
ら
…
、
と
考
え
ま
し
た
。

　
阿
賀
野
市
を
強
く
し
、

将
来
に
希
望
の
持
て
る
ま

ち
に
す
る
に
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
と
い
っ
た
時
代
の
先
端

技
術
を
取
り
入
れ
、
活
用

す
る
こ
と
が
カ
ギ
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
、
日
々
思

い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
先
端
技
術
を
駆
使
し

た
農
作
物
の
ハ
ウ
ス
栽
培
で
あ
っ

た
り
、
地
元
の
高
校
の
将
来
像
の
一

つ
で
あ
っ
た
り
、
こ
れ
か
ら
の
小
中

学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
る
方
向
性

だ
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　
そ
し
て
、
阿
賀
野
市
の
重
点
施

策
と
し
て
、
そ
の
た
め
の
準
備
を

し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

田
中
清
善

下条祭りに参加する青松会の皆さん（昭和 22 年 8 月）

● 

今
月
は 

松ま
つ
い
ち
ょ
う

井
町 

で
す 

●

松
井
町
一
・
松
井
町
二

【材料】（4 人分）

ダイコン…………………………300g
ニンジン……………………………80g
水………………………………2 カップ
ホタテ缶……………………………1 缶
固形コンソメ………………………1 個
塩 ………………………………… 少 々
酒……………………………大さじ 1.5
かたくり粉……………………大さじ 1
水………………………………大さじ 2
三つ葉……………………………少々

★ 1月号の正解は次のとおりです★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 1月号の当選者
・P.N 春よ来い！さん　・P.N のんちゃんさん
・P.N チャッピーさん 　・伊藤正雄さん
・P.N みつこさん　・P.N バーバさん
・P.N シロさん　・P.N 瑠奈ティンのばあばあさん
・町田武一さん　・ P.N スポンジボブさん

《応募総数 27 通　25 通正解》

ありがとうございました。

　上の 2 つの写真で、5 か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入

し、はがきか電子メール、ＦＡＸで 2 月 15 日（水）

必着で応募してください。ペンネームや匿名での掲

載を希望する人は、その旨をお書きください（氏名

も必ず書いてください）。正解者の中から抽選で 10

人にごずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所 広報あがの 行

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
あ
が
の 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付けると

簡単です。ホームページ

にも応募用紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　間違いのところをペンで囲み、携帯電話やスマート

フォンで写真に撮り、必要事項を入力してメールで応

募しても OK です。感想・意見を忘れずに !

紙面

　分田こども園の園児を対象に行われた消防本部による防火映画上映会です。園児たちは映画を通じて、火災の危
険性や火災予防について学びました。映画の後は、消防団女性部による紙芝居が行われました。
※ 左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪
ダイコンとホタテのスープ煮

【作り方】

①�ダイコン、ニンジンは角切りにする。

②�鍋に水、ダイコン、ニンジンを入れて

火にかける。軟らかくなったら、ほぐ

したホタテを汁ごと入れ、コンソメ、

塩、酒で味付けする。

③�水溶きかたくり粉でとろみをつけて、

器に盛ったら細かく切った三つ葉を乗

せる。

クックパッド　阿賀野市 検索

寒い季節にぴったりなスープ煮です。心も体も温まるので、

ぜひ作ってみてください。

ごずっちょシール＆
ぬいぐるみ

あなたに挑戦

「写真クイズ」



2017
年
2
月
号
／
N
o
.1
5
5

平
成
29
年
2
月
1
日
発
行	

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
５
０
‐
６
２
‐
２
５
１
０

編
集
・
発
行
／
阿
賀
野
市 

市
民
協
働
推
進
課	

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
５
０
‐
６
２
‐
０
２
８
１

　
　
　
　
　
　

〒
９
５
９
‐
２
０
９
２ 

新
潟
県
阿
賀
野
市
岡
山
町
10
番
15
号	

メ
ー
ルshim

inkyodo@
city.agano.niigata.jp

作 . 齋藤 紀子

　
市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「るり」は おんがくの リズムにあわせて、いろんな がっきを 

ならすのが すきなんだ！ マラカスをふったり、タンバリンを 

たたいたりするのが とってもたのしいよ。4がつからは、ほい

くえんに いくよていなんだ。ほいくえんでは、いろんな おとも

だちといっしょに、たのしく あそびたいなー♪

遠藤 瑠
る り

璃ちゃん（1 歳 1 か月）／中島町（パパ智さん・ママ陽子さん）

【人の動き】	 人口 43,689 人（－ 31）	 男 21,133 人（－ 17）	 女 22,556 人（－ 14）	 世帯数 14,336（－ 9)

平成 29 年 1 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 34 人・死亡 52 人・転入 52 人・転出 65 人

　わたしの名前は「うらら」。

ミニチュアダックスフント

の 13 歳だよ。

　こたつの中に入っている

のが大好きで、冬の間はい

つもこたつの中にいるけど、

お客さんが来ると飛び出して元

気にお出迎えするよ。こたつの

中もいいけど、早く春が来て暖

かくならないかな。

笠原清一さん（保田）宅の「うらら」ちゃん

　1 月 1 日、新年恒例の「第 13 回市民元旦

マラソン大会」が開催されました。穏やかな

天候の下、3 歳から 80 歳までのランナー 253

人が参加。1.2 ㎞と 3 ㎞のコースに分かれて

自分のペースで市内を駆け抜けました。

　「農家風さくら餅・ひな寿司の作り方講習

会」が 1 月 19 日、保健福祉センター京和荘

で開催されました。さくら餅・ひな寿司の他

に、市農村地域生活アドバイザーが栽培した

ダイコンやキャベツの漬物も味わいました。


